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Ⅰ アンケート調査の概要 

１ 調査の目的 

田原本町では現在、第４次総合計画において「子どもから高齢者まで 誰もがいきいきとした暮ら

しを楽しむまち たわらもと」をまちの将来像に、各種施策を推進しています。 

令和３年度に第４次総合計画が中間年度を迎えることに伴い、平成 29 年４月からこれまでの取り

組みを評価、検証するために、広く町民の皆さま方のご意見、ご提言を伺い、今後５年間の田原本町

のまちの在り方を描いていくことを目的として、本調査を実施しました。 

 

２ 調査概要 

◇調査対象者：町民 2,500人（18歳以上の住民の中から無作為抽出） 

◇調 査 期 間：令和３年１月 23日（土）～２月６日（土） 

◇調 査 方 法：郵送配布・郵送回収による本人記入方式 

 

３ 回収結果 

◇配 布 数：2,500件 

◇有効回収数：1,029件 

◇有効回収率：41.2％ 

 

４ 報告書の見方 

◇回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で

四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっ

ても合計値が 100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析文、グラフ、表

においても反映しています。 

◇複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごとの有

効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える場合があ

ります。 

◇図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難

なものです。 

◇図表中の「Ｎ（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該当

する人）を表しています。 
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42.7 55.2 

0.3 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=1,029）

男性 女性 回答しない 不明・無回答

1.3 

6.0 

9.9 

13.2 

15.2 

19.4 

23.7 

10.3 

1.0 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

18～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80 歳以上

不明・無回答

全体（N=1,029）

Ⅱ アンケート調査結果 

１ あなた自身のことについて 

問１ あなたの性別はどちらですか。（単数回答） 

性別についてみると、「女性」が 55.2％、「男性」が 42.7％、「回答しない」が 0.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたの年齢はどの階層に属しますか。（単数回答） 

年齢についてみると、「70～79歳」が 23.7％と最も高く、次いで「60～69歳」が 19.4％、「50～59歳」

が 15.2％となっています。 
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35.0 9.0 19.2 13.0 21.1 
1.2 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=1,029）

田原本小学校区 東小学校区 南小学校区 北小学校区

平野小学校区 わからない 不明・無回答

17.2 

5.8 

4.8 

2.0 

3.4 

15.9 

32.2 

12.5 

2.0 

2.5 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40%

民間のサラリーマン（会社員等）

公的機関のサラリーマン

（自治体職員、教員等）

自営業（商店、企業経営等）

農林漁業

専門的職業

（医師、弁護士、芸術家等）

家事専業（家事に従事している方）

無職（年金等生活者等）

パート、アルバイト

学生

その他

不明・無回答

全体（N=1,029）

問３ あなたのお住まいは、どの小学校区ですか。（単数回答） 

居住地区についてみると、「田原本小学校区」が 35.0％と最も高く、次いで「平野小学校区」が 21.1％、

「南小学校区」が 19.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ あなたの主な職業（兼業の方は収入の多い方）は何ですか。（単数回答） 

職業についてみると、「無職（年金等生活者等）」が 32.2％と最も高く、次いで「民間のサラリーマン

（会社員等）」が 17.2％、「家事専業（家事に従事している方）」が 15.9％となっています。 

 

 

 

  

「その他」の回答：福祉作業所、技能実習生 
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8.4 31.2 36.2 8.7 11.7 

2.7 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=1,029）

ひとり暮らし 夫婦のみ（一世代家族）

親と未婚の子ども（核家族） 親と子ども夫婦（二世代家族）

親と子どもと孫（三世代家族） その他

不明・無回答

問５ あなたの世帯はどれにあてはまりますか。（単数回答） 

世帯についてみると、「親と未婚の子ども（核家族）」が 36.2％と最も高く、次いで「夫婦のみ（一世

代家族）」が 31.2％、「親と子どもと孫（三世代家族）」が 11.7％となっています。 

 

 

 

  

「その他」の回答：四世代家族、兄妹 
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23.1 

9.7 

11.8 

5.9 

5.1 

3.5 

3.3 

0.0 

61.5 

32.3 

42.2 

38.2 

32.7 

30.0 

35.7 

38.7 

0.0 

32.3 

29.4 

33.1 

40.4 

39.5 

39.8 

39.6 

15.4 

6.5 

6.9 

12.5 

13.5 

16.0 

12.3 

11.3 

0.0 

14.5 

7.8 

7.4 

6.4 

8.5 

6.1 

6.6 

0.0 

4.8 

1.0 

2.2 

0.6 

2.5 

2.0 

0.9 

0.0 

0.0 

1.0 

0.0 

0.6 

0.0 

0.0 

1.9 

0.0

0.0

0.0

0.7 

0.6 

0.0

0.8 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～19歳（N=13）

20～29歳（N=62）

30～39歳（N=102）

40～49歳（N=136）

50～59歳（N=156）

60～69歳（N=200）

70～79歳（N=244）

80 歳以上（N=106）

非常に暮らしやすい 暮らしやすい

どちらかといえば暮らしやすい どちらともいえない

どちらかといえば暮らしにくい 暮らしにくい

非常に暮らしにくい 不明・無回答

２ 田原本町の暮らしやすさについて 

問６ 田原本町での住みごこちはいかがですか。（単数回答） 

田原本町の住みごこちについてみると、「どちらかといえば暮らしやすい」が 36.5％と最も高く、次

いで「暮らしやすい」が 35.3％、「どちらともいえない」が 12.1％となっています。また、『暮らしやす

い（「非常に暮らしやすい」「暮らしやすい」「どちらかといえば暮らしやすい」の合算）』は 76.9％、『暮

らしにくい（「どちらかといえば暮らしにくい」「暮らしにくい」「非常に暮らしにくい」の合算）』は 9.6％

となっています。『暮らしやすい』は前回の 70.9％よりも高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■問６ 年齢別クロス 

年齢別にみると、『暮らしやすい』では〔18～19歳〕〔30～39歳〕で８割以上となっています。『暮ら

しにくい』では、〔20～29歳〕が 19.3％と他の年齢と比べて高くなっています。 

 

  

  

2.8 24.3 43.8 12.2 10.5 

4.0 1.9 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回（N=905）

非常に暮らしやすい 暮らしやすい まあ暮らしやすい

どちらともいえない やや暮らしにくい 暮らしにくい

非常に暮らしにくい 不明・無回答

5.1 35.3 36.5 12.1 7.4 

1.8 0.4 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=1,029）

非常に暮らしやすい 暮らしやすい

どちらかといえば暮らしやすい どちらともいえない

どちらかといえば暮らしにくい 暮らしにくい

非常に暮らしにくい 不明・無回答

5.1 35.3 36.5 12.1 7.4 

1.8 0.4 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=1,029）

非常に暮らしやすい 暮らしやすい

どちらかといえば暮らしやすい どちらともいえない

どちらかといえば暮らしにくい 暮らしにくい

非常に暮らしにくい 不明・無回答
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問６で「非常に暮らしやすい」「暮らしやすい」「どちらかといえば暮らしやすい」とお答えの方におた

ずねします。 

問７ 暮らしやすい理由は何ですか。（２つまで複数回答） 

暮らしやすい理由についてみると、「住み慣れて愛着があるから」「自分の家や土地があるから」がと

もに 43.0％と最も高く、次いで「生活環境がよいから」が 30.1％、「交通の便がよいから」が 26.7％と

なっています。 

前回と比べると、「生活環境がよいから」「自分の家や土地があるから」等が高くなっています。 

 

 

 

 

  

「その他」の回答：買い物しやすい、子供の小中学校が近い、 

平らな土地であるから、のんびりしている、 

スーパーや病院など生活に必要なサービスが身近にあり道路と鉄道も便利、 

役場の人が親切で利用しやすい 

19.6 

30.1 

4.6 

1.3 

1.6 

26.7 

2.4 

43.0 

43.0 

4.4 

0.0

8.5 

1.5 

0.5 

21.1

23.7

5.3

1.9

1.6

28.7

2.7

44.6

40.2

2.2

0.3

8.4

1.9

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自然環境がよいから

生活環境がよいから

保健・医療環境がよいから

福祉環境がよいから

教育環境がよいから

交通の便がよいから

古社寺・史跡・文化財が多いから

住み慣れて愛着があるから

自分の家や土地があるから

まちの雰囲気が好きだから

商売や事業に有利だから

通勤や仕事の関係で便利だから

その他

不明・無回答

全体（N=791）

前回（N=641）
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問６で「どちらかといえば暮らしにくい」「暮らしにくい」「非常に暮らしにくい」とお答えの方におた

ずねします。 

問８ 暮らしにくい理由は何ですか。（２つまで複数回答） 

暮らしにくい理由についてみると、「交通の便がよくないから」が 57.6％と最も高く、次いで「生活

環境がよくないから」が 24.2％、「通勤や仕事の関係で不便だから」が 16.2％となっています。 

前回と比べると、「交通の便がよくないから」等が高くなっています。 

 

 

 

 

  

「その他」の回答：畑や田が多いから、税・介護保険料が高い、自治会費が高すぎる 

         町内に電器店・本屋など必要な店がない、田舎の風習が強い 

         ガスが都市ガスではないから 

1.0 

24.2 

15.2 

9.1 

10.1 

57.6 

0.0

6.1 

1.0 

2.0 

6.1 

16.2 

25.3 

1.0 

5.4

23.0

12.8

15.5

8.8

50.7

0.0

5.4

1.4

10.1

6.8

14.2

18.2

2.0

0% 20% 40% 60% 80%

自然環境がよくないから

生活環境がよくないから

保健・医療環境がよくないから

福祉環境がよくないから

教育環境がよくないから

交通の便がよくないから

歴史的環境がよくないから

住み慣れず愛着がないから

自分の家や土地がないから

まちの雰囲気が嫌いだから

商売や事業に不利だから

通勤や仕事の関係で不便だから

その他

不明・無回答

全体（N=99）

前回（N=148）
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54.9 

38.5 

33.9 

49.0 

42.6 

47.4 

52.0 

70.1 

1.2 

0.0 

3.2 

1.0 

3.7 

1.9 

0.5 

0.0 

6.9 

15.4 

22.6 

9.8 

8.1 

7.1 

5.0 

4.1 

46.2 

38.7 

35.3 

39.0 

37.2 

33.5 

18.9 

15.1 

7.3 

0.0 

1.6 

4.9 

6.6 

6.4 

9.0 

7.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～19歳（N=13）

20～29歳（N=62）

30～39歳（N=102）

40～49歳（N=136）

50～59歳（N=156）

60～69歳（N=200）

70～79歳（N=244）

80 歳以上（N=106）

ずっと住み続けたい 転勤等で転出せざるを得ない

他の市町村に移り住みたい どちらでもない

不明・無回答

問９ あなたは、今後も田原本町に住み続けたいと思いますか。（単数回答） 

今後も田原本町に住み続けたいかについてみると、「ずっと住み続けたい」が 54.9％と最も高く、次

いで「どちらでもない」が 29.7％、「他の市町村に移り住みたい」が 6.9％となっています。 

前回と比べると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■問９ 年齢別クロス 

年齢別にみると、〔80歳以上〕で「ずっと住み続けたい」が 70.1％と他の年齢と比べて高くなってい

ます。また、〔30～39歳〕で「他の市町村に移り住みたい」が 22.6％と他の年齢と比べて高くなってい

ます。 

 

 

 

  

54.9 

1.2 

6.9 29.7 7.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=1,029）

ずっと住み続けたい 転勤等で転出せざるを得ない

他の市町村に移り住みたい どちらでもない

不明・無回答

52.5 

1.0 

7.8 29.4 9.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回（N=905）

ずっと住み続けたい 転勤等で転出せざるを得ない

他の市町村に移り住みたい どちらでもない

不明・無回答
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問 10 あなたが日常生活の中で困ったり、不安に思ったりしていることは何ですか。 

（３つまで複数回答） 

日常生活の中で困ったり、不安に思ったりしていることについてみると、「老後のこと」が 35.1％と

最も高く、次いで「本人・家族の健康状態のこと」が 33.3％、「医療機関・医療費のこと」が 21.1％と

なっています。 

前回と比べると、「老後のこと」等が減り、「公共交通の利便性のこと」等が増えています。 

 

 

  

21.1 

33.3 

20.0 

13.3 

19.0 

7.6 

3.9 

8.0 

6.8 

3.1 

6.3 

6.6 

14.7 

5.9 

7.7 

4.4 

2.6 

35.1 

3.4 

7.9 

1.6 

22.2

35.7

23.6

19.1

15.4

7.7

3.2

10.7

6.1

6.0

6.3

6.9

15.9

6.1

6.9

3.1

3.9

40.6

2.2

3.4

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

医療機関・医療費のこと

本人・家族の健康状態のこと

高齢者・障がい者・病人の介護のこと

保健・福祉サービスのこと

公共交通の利便性のこと

道路事情のこと

自由な時間が取りにくいこと

仕事のこと

後を継いでくれるものがいないこと

結婚のこと

子育てのこと

子どもの進路のこと

家計のこと

住居のこと

近所付き合いのこと

近くに頼れる相談相手がいないこと

家族関係のこと

老後のこと

その他

困ったり、不安に思っていることはない

不明・無回答

全体（N=1,029）

前回（N=905）

「その他」の回答：野焼きの煙、買い物難民にならないか、コロナに関すること全て、 

         子の結婚、一人になったとき 
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３ 田原本町第４次総合計画の満足度・重要度について 

問 11 田原本町では、第４次総合計画において、６つの基本目標に基づき、様々な取り組みを行っ

てきました。それらの取り組みの内容について、どの程度満足されていますか。また、今後

どの程度重要だと思いますか。（満足度・重要度ともにそれぞれ単数回答） 

基本目標１ 子育ての願いをかなえるまちづくり 

満足度についてみると、『満足（「満足している」と「ある程度満足している」の合計）』では、〔学校

教育〕が 20.1％と最も高く、次いで〔保育・幼児教育〕が 16.2％となっています。 

重要度についてみると、『重要（「重要である」と「ある程度重要である」の合計）』では、〔学校教育〕

が 53.3％と最も高く、次いで〔結婚・妊娠・出産・子育て〕が 52.0％となっています。 

【満足度】 

 

【重要度】

 

  

2.7 

2.7 

3.0 

2.0 

8.9 

13.5 

17.1 

11.1 

64.0 

53.6 

51.8 

55.2 

6.5 

10.9 

8.8 

12.1 

2.0 

3.3 

3.3 

3.0 

15.7 

15.9 

15.9 

16.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ ふるさと教育

２ 保育・幼児教育

３ 学校教育

４ 結婚・妊娠・出産・子育て

全体（N=1,029）

満足している ある程度満足している

普通 あまり満足していない

満足していない 不明・無回答

13.0 

28.5 

29.2 

30.6 

26.5 

22.7 

24.1 

21.4 

31.1 

20.9 

18.9 

20.2 

7.8 

5.4 

4.5 

3.7 

5.2 

6.3 

7.1 

7.6 

16.4 

16.1 

16.3 

16.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ ふるさと教育

２ 保育・幼児教育

３ 学校教育

４ 結婚・妊娠・出産・子育て

全体（N=1,029）

重要である ある程度重要である 普通

あまり重要ではない 重要ではない 不明・無回答



11 

基本目標２ 健康で安心な暮らしを支えるまちづくり 

満足度についてみると、『満足』では、〔保健・医療〕が 22.6％と最も高く、次いで〔社会保障〕が 17.7％

となっています。 

重要度についてみると、『重要』では、〔高齢者福祉〕が 61.5％と最も高く、次いで〔保健・医療〕が

60.4％となっています。 

【満足度】 

 

【重要度】 

 

  

2.4 

2.0 

4.8 

1.7 

3.1 

12.4 

10.8 

17.8 

9.9 

14.6 

56.1 

62.0 

54.7 

65.8 

60.2 

15.1 

12.7 

12.0 

8.7 

9.3 

4.5 

3.9 

3.0 

2.2 

3.9 

9.5 

8.6 

7.8 

11.7 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ 高齢者福祉

２ 地域福祉

３ 保健・医療

４ 障害者福祉

５ 社会保障

全体（N=1,029）

満足している ある程度満足している

普通 あまり満足していない

満足していない 不明・無回答

37.2 

24.6 

33.3 

20.4 

29.1 

24.3 

29.3 

27.1 

29.6 

28.2 

16.1 

23.9 

17.6 

26.7 

20.2 

4.6 

5.5 

4.6 

5.1 

4.2 

6.3 

5.2 

6.5 

5.1 

6.6 

11.5 

11.5 

10.9 

13.1 

11.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ 高齢者福祉

２ 地域福祉

３ 保健・医療

４ 障害者福祉

５ 社会保障

全体（N=1,029）

重要である ある程度重要である 普通

あまり重要ではない 重要ではない 不明・無回答
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基本目標３ 潤いや喜びを与える学びとスポーツのまちづくり 

満足度についてみると、『満足』では、〔歴史・文化〕が 24.1％と最も高く、次いで〔生涯学習〕が 23.4％

となっています。 

重要度についてみると、『重要』では、〔生涯学習〕が 44.6％と最も高く、次いで〔歴史・文化〕が 38.4％

となっています。 

【満足度】 

 

【重要度】 

 

  

4.7 

2.9 

4.4 

2.1 

18.7 

11.5 

19.7 

8.4 

54.9 

62.5 

54.7 

70.6 

10.7 

10.1 

10.2 

6.6 

2.2 

3.3 

3.0 

2.2 

8.8 

9.7 

8.0 

10.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ 生涯学習

２ スポーツ・レクリエーション

３ 歴史・文化

４ 人権の尊重

全体（N=1,029）

満足している ある程度満足している

普通 あまり満足していない

満足していない 不明・無回答

15.3 

10.0 

11.2 

10.7 

29.3 

26.3 

27.2 

23.3 

32.7 

39.5 

37.0 

41.5 

6.6 

7.7 

8.1 

6.9 

4.0 

3.7 

4.8 

4.5 

12.2 

12.8 

11.8 

13.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ 生涯学習

２ スポーツ・レクリエーション

３ 歴史・文化

４ 人権の尊重

全体（N=1,029）

重要である ある程度重要である 普通

あまり重要ではない 重要ではない 不明・無回答
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基本目標４ 安全で快適な暮らしを支えるまちづくり 

満足度についてみると、『満足』では、〔上下水道〕が 24.6％と最も高く、次いで〔生活環境〕が 22.4％

となっています。 

重要度についてみると、『重要』では、〔道路・交通〕が 61.7％と最も高く、次いで〔生活環境〕が 55.5％

となっています。 

【満足度】 

 

【重要度】 

  

2.7 

2.9 

5.1 

2.4 

4.1 

2.3 

16.2 

13.8 

19.5 

10.5 

18.3 

15.1 

45.2 

46.6 

52.8 

57.5 

48.9 

59.3 

20.0 

21.8 

10.6 

16.0 

15.8 

10.9 

8.5 

8.6 

4.8 

5.0 

5.3 

4.1 

7.4 

6.3 

7.3 

8.6 

7.6 

8.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ 市街地整備

２ 道路・交通

３ 上下水道

４ 住環境

５ 生活環境

６ 防災・防犯・交通安全

全体（N=1,029）

満足している ある程度満足している

普通 あまり満足していない

満足していない 不明・無回答

22.9 

29.1 

23.9 

14.3 

23.9 

23.0 

32.0 

32.6 

30.3 

29.4 

31.6 

28.9 

22.3 

15.8 

24.4 

32.3 

21.9 

24.8 

5.9 

5.7 

5.5 

7.1 

5.8 

5.5 

5.8 

6.6 

5.5 

4.8 

5.2 

6.0 

11.1 

10.2 

10.3 

12.1 

11.7 

11.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ 市街地整備

２ 道路・交通

３ 上下水道

４ 住環境

５ 生活環境

６ 防災・防犯・交通安全

全体（N=1,029）

重要である ある程度重要である 普通

あまり重要ではない 重要ではない 不明・無回答



14 

基本目標５ 賑わいと活力あふれるまちづくり 

満足度についてみると、『満足』では、〔観光〕が 13.1％と最も高く、次いで〔農業〕が 8.2％となっ

ています。 

重要度についてみると、『重要』では、〔農業〕が 41.8％と最も高く、次いで〔商工業〕が 39.3％とな

っています。 

【満足度】 

 

【重要度】 

 

  

1.5 

1.2 

2.2 

6.7 

6.7 

10.9 

63.8 

64.1 

57.7 

11.0 

9.3 

13.5 

4.1 

4.5 

5.7 

13.0 

14.2 

9.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ 農業

２ 商工業

３ 観光

全体（N=1,029）

満足している ある程度満足している

普通 あまり満足していない

満足していない 不明・無回答

16.3 

15.3 

12.3 

25.5 

24.0 

26.2 

32.7 

34.6 

31.9 

6.3 

5.2 

9.9 

4.3 

5.2 

6.5 

15.0 

15.7 

13.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ 農業

２ 商工業

３ 観光

全体（N=1,029）

重要である ある程度重要である 普通

あまり重要ではない 重要ではない 不明・無回答
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基本目標６ 住民とともに実現するまちづくり 

満足度についてみると、『満足』では、〔行財政運営〕が 10.2％、〔住民参加〕が 8.9％となっていま

す。 

重要度についてみると、『重要』では、〔行財政運営〕が 41.0％、〔住民参加〕が 32.3％となっていま

す。 

【満足度】 

 

【重要度】 

 

  

1.2 

1.9 

7.7 

8.3 

67.5 

62.6 

10.2 

11.8 

2.3 

3.5 

11.1 

12.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ 住民参加

２ 行財政運営

全体（N=1,029）

満足している ある程度満足している

普通 あまり満足していない

満足していない 不明・無回答

8.4 

14.6 

23.9 

26.4 

42.5 

33.7 

6.6 

5.4 

4.6 

5.1 

14.1 

14.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ 住民参加

２ 行財政運営

全体（N=1,029）

重要である ある程度重要である 普通

あまり重要ではない 重要ではない 不明・無回答
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満足度・重要度の点数算出方法は以下の通り。 

満足度＝（「満足している」の件数×５点＋「ある程度満足している」の件数×４点＋「普通」の件数×

３点＋「あまり満足していない」の件数×２点＋「満足していない」の件数×１点）÷（不明・

無回答を除く回答者数） 

重要度＝（「重要である」の件数×５点＋「ある程度重要である」の件数×４点＋「普通」の件数×３点

＋「あまり重要ではない」の件数×２点＋「重要ではない」の件数×１点）÷（不明・無回答

を除く回答者数） 

■田原本町第４次総合計画の満足度・重要度の関係 

「満足度」と「重要度」の関係を分析するため回答結果をそれぞれ点数化しました。 

「満足度」をみると、〔生涯学習〕が 3.14ポイントと最も高く、次いで〔歴史・文化〕が 3.13ポイン

トとなっています。また、〔道路・交通〕が 2.80ポイントと最も低くなっています。 

「重要度」をみると、〔高齢者福祉〕が 3.92ポイントと最も高く、次いで〔保健・医療〕が 3.86ポイ

ントとなっています。また、〔住民参加〕が 3.29ポイントと最も低くなっています。 

 

  満足度 重要度 

  得点 順位 得点 順位 

基本目標１  

子育ての願いを 

かなえるまちづくり 

ふるさと教育 3.05  6  3.41  19  

保育・幼児教育 3.02  8  3.74  7  

学校教育 3.09  5  3.76  5  

結婚・妊娠・出産・子育て 2.96  14  3.76  5  

基本目標２  

健康で安心な暮らしを

支えるまちづくり 

高齢者福祉 2.93  17  3.92  1  

地域福祉 2.94  16  3.71  9  

保健・医療 3.10  3  3.86  2  

障害者福祉 3.00  12  3.64  13  

社会保障 3.04  7  3.78  4  

基本目標３  

潤いや喜びを 

与える学びと 

スポーツのまちづくり 

生涯学習 3.14  1  3.52  14  

スポーツ・レクリエーション 3.01  10  3.36  20  

歴史・文化 3.13  2  3.36  20  

人権の尊重 3.02  8  3.33  22  

基本目標４  

安全で快適な暮らしを

支えるまちづくり 

市街地整備 2.84  23  3.68  11  

道路・交通 2.80  24  3.80  3  

上下水道 3.10  3  3.69  10  

住環境 2.88  22  3.47  16  

生活環境 3.00  12  3.72  8  

防災・防犯・交通安全 3.01  10  3.65  12  

基本目標５  

賑わいと活力 

あふれるまちづくり 

農業 2.89  19  3.51  15  

商工業 2.89  19  3.46  18  

観光 2.89  19  3.32  23  

基本目標６  

住民とともに 

実現するまちづくり 

住民参加 2.95  15  3.29  24  

行財政運営 2.93  17  3.47  16  

平均点 2.98  3.59  
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■散布図 

「満足度」と「重要度」の関係を表す散布図をみると、それぞれの平均値と比べ、〔結婚・妊娠・出産・

子育て〕〔地域福祉〕〔高齢者福祉〕〔市街地整備〕〔道路・交通〕では「満足度」が低く「重要度」が高

くなっています。また、〔保健・医療〕では「満足度」「重要度」がともに高くなっています。 

 

満足度が高く、重要度も高い施策 
保育・幼児教育、学校教育、保健・医療、障害者福祉、社

会保障、上下水道、生活環境、防災・防犯・交通安全 

満足度が高く、重要度は低い施策 
ふるさと教育、生涯学習、歴史・文化、スポーツ・レクリ

エーション、人権の尊重 

満足度が低く、重要度は高い施策 
結婚・妊娠・出産・子育て、地域福祉、高齢者福祉、市街

地整備、道路・交通 

満足度が低く、重要度も低い施策 住環境、農業、商工業、観光、住民参加、行財政運営 

  

ふるさと教育

保育・幼児教育

学校教育
結婚・妊娠・出産・子育て

高齢者福祉

地域福祉

保健・医療

障害者福祉

社会保障

生涯学習

スポーツ・レクリエーション 歴史・文化

人権の尊重

市街地整備

道路・交通

上下水道

住環境

生活環境

防災・防犯・交通安全

農業

商工業

観光

住民参加

行財政運営

3.25

3.30

3.35

3.40

3.45

3.50

3.55

3.60

3.65

3.70

3.75

3.80

3.85

3.90

3.95

2.75 2.80 2.85 2.90 2.95 3.00 3.05 3.10 3.15

重
要
度

満足度

平均値 3.59

平均値 2.98
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■参考：前回調査との比較について 

今回と同じ方法で前回調査結果を点数化し、今回の結果と分野ごとに比較したものが以下の図です。 

基本目標１と基本目標２では、満足度が上がって重要度が下がっている傾向となっています。基本目

標３では、生涯学習で満足度・重要度ともに下がっています。基本目標４では、住環境と上下水道で満

足度・重要度ともに下がっています。 

※縦軸は重要度、横軸は満足度です。 

基本目標１ 基本目標２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標３ 基本目標４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前_児童福祉

前_保健・医療

前_生活福祉
前_学校教育

前_歴史的文化
前_人権の尊重

ふるさと教育

保育・幼児教育
学校教育結婚・妊娠・出産・子育て

3.25

3.35

3.45

3.55

3.65

3.75

3.85

3.95

4.05

4.15

4.25

4.35

4.45

2.45 2.55 2.65 2.75 2.85 2.95 3.05 3.15 3.25 3.35

重
要
度

満足度

前_地域福祉

前_高齢者福祉

前_障害者福祉

前_保健・医療

前_生活福祉

高齢者福祉

地域福祉

保健・医療

障害者福祉

社会保障

3.25

3.35

3.45

3.55

3.65

3.75

3.85

3.95

4.05

4.15

4.25

4.35

4.45

2.45 2.55 2.65 2.75 2.85 2.95 3.05 3.15 3.25 3.35

重
要
度

満足度

前_生涯学習

前_スポーツ・レクリエーション活動

前_歴史的文化

前_人権の尊重

生涯学習

スポーツ・レクリエーション 歴史・文化
人権の尊重

3.25

3.35

3.45

3.55

3.65

3.75

3.85

3.95

4.05

4.15

4.25

4.35

4.45

2.45 2.55 2.65 2.75 2.85 2.95 3.05 3.15 3.25 3.35

重
要
度

満足度

前_市街地整備

前_道路交通

前_上下水道

前_住環境

前_環境負荷の低減

前_快適な生活環境

市街地整備

道路・交通

上下水道

住環境

生活環境

防災・防犯・交通安全

3.25

3.35

3.45

3.55

3.65

3.75

3.85

3.95

4.05

4.15

4.25

4.35

4.45

2.45 2.55 2.65 2.75 2.85 2.95 3.05 3.15 3.25 3.35

重
要
度

満足度
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基本目標５と基本目標６では、満足度が上がって重要度が下がっている傾向となっています。 

※縦軸は重要度、横軸は満足度です。 

 

基本目標５ 基本目標６ 

 

 

  

前_農業

前_商業

前_企業活動の活性化

前_観光

農業

商工業

観光

3.25

3.35

3.45

3.55

3.65

3.75

3.85

3.95

4.05

4.15

4.25

4.35

4.45

2.45 2.55 2.65 2.75 2.85 2.95 3.05 3.15 3.25 3.35

重
要
度

満足度

前_住民参加

前_行財政運営

前_高度情報化社会

住民参加

行財政運営

3.25

3.35

3.45

3.55

3.65

3.75

3.85

3.95

4.05

4.15

4.25

4.35

4.45

2.45 2.55 2.65 2.75 2.85 2.95 3.05 3.15 3.25 3.35

重
要
度

満足度
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４ 田原本町のまちづくりについて 

問 12 この４年間で、特によかったと思われるまちづくりの施策は何ですか。（５つまで複数回答） 

この４年間で、特によかったと思われるまちづくりの施策についてみると、「保健予防・医療の充実」

が 19.4％と最も高く、次いで「子育て支援対策の充実」が 18.1％、「文化財の保護」が 18.0％、「生活

排水・ごみ処理対策」が 15.5％、「高齢者保健・介護保険サービスの充実」が 13.8％となっています。 

前回と比べると、「子育て支援対策の充実」等で高くなっており、「保健予防・医療の充実」「高齢者保

健・介護保険サービスの充実」「環境美化とまちの景観づくり」「生活排水・ごみ処理対策」「広域道路交

通網の整備」等で低くなっています。 

 

  
19.4 

18.1 

4.8 

10.2 

10.6 

0.9 

13.8 

3.2 

4.4 

0.9 

0.5 

5.8 

1.6 

7.6 

18.0 

2.7 

9.4 

3.8 

24.2

9.9

3.6

9.0

12.8

1.3

21.0

4.4

6.0

1.2

0.6

8.6

1.2

9.4

17.0

6.9

14.0

6.1

0% 10% 20% 30% 40%

保健予防・医療の充実

子育て支援対策の充実

心を育てる学校教育の充実

学校・家庭・地域の連携による

子どもの健全育成

スポーツ及び生涯学習環境の充実

若者どうしの交流の場づくり

高齢者保健・介護保険サービスの充実

生きがいづくり

障害者福祉・医療の充実

男女共同参画社会の形成

世代間交流の推進

ボランティア活動の支援

次代を担う人材・グループの育成

自然環境の保護

文化財の保護

良好な住宅の確保

環境美化とまちの景観づくり

バリアフリーのまちづくり
全体（N=1,029）

前回（N=905）

5.0 

10.5 

4.2 

15.5 

4.5 

6.9 

5.2 

2.2 

1.7 

3.8 

9.8 

1.4 

5.4 

1.4 

1.7 

4.7 

32.9 

4.1

13.1

3.5

23.2

7.7

19.1

5.1

1.4

0.8

2.9

6.7

1.8

2.5

0.6

6.4

25.4

0% 10% 20% 30% 40%

安全な遊び場の確保

まちの防犯・防災対策

農地・水辺の保全と活用

生活排水・ごみ処理対策

公共交通機関の確保

広域道路交通網の整備

芸術・文化の振興

地域アイデンティティーの

形成と情報発信

地域間・国際交流の推進

観光交流ネットワークの確立

特産品づくりと地場産業の振興

雇用の場の確保

行政からの情報発信と共有

行財政運営の効率化

広域行政の推進と

地方分権への対応

住民参加のまちづくり

不明・無回答
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問 13 この４年間で、特によくなかったと思われるまちづくりの施策は何ですか。 

（５つまで複数回答） 

この４年間で、特によくなかったと思われるまちづくりの施策についてみると、「公共交通機関の確

保」が 11.5％と最も高く、次いで「広域道路交通網の整備」が 10.8％、「安全な遊び場の確保」が 10.2％、

「雇用の場の確保」が 9.8％、「若者どうしの交流の場づくり」が 8.8％となっています。 

前回と比べると、「安全な遊び場の確保」「まちの防犯・防災対策」「生活排水・ごみ処理対策」「特産

品づくりと地場産業の振興」「雇用の場の確保」等で低くなっています。 

 

 

  4.4 

4.9 

4.8 

5.0 

3.7 

8.8 

5.9 

6.3 

3.2 

3.8 

5.7 

3.5 

7.7 

4.1 

2.1 

3.6 

8.6 

8.6 

8.1

8.4

8.1

5.7

4.1

11.8

9.6

6.7

5.7

3.3

7.5

3.5

11.8

5.6

3.0

4.6

10.3

9.8

0% 10% 20% 30% 40%

保健予防・医療の充実

子育て支援対策の充実

心を育てる学校教育の充実

学校・家庭・地域の連携による

子どもの健全育成

スポーツ及び生涯学習環境の充実

若者どうしの交流の場づくり

高齢者保健・介護保険サービスの充実

生きがいづくり

障害者福祉・医療の充実

男女共同参画社会の形成

世代間交流の推進

ボランティア活動の支援

次代を担う人材・グループの育成

自然環境の保護

文化財の保護

良好な住宅の確保

環境美化とまちの景観づくり

バリアフリーのまちづくり

全体（N=1,029）

前回（N=905）

10.2 

7.4 

6.9 

8.5 

11.5 

10.8 

3.3 

3.9 

3.4 

2.5 

5.4 

9.8 

5.9 

5.3 

3.8 

5.8 
39.9 

15.5

12.9

8.0

17.5

10.8

10.4

2.9

2.8

4.6

5.5

11.5

18.3

8.4

3.9

7.3

26.9

0% 10% 20% 30% 40%

安全な遊び場の確保

まちの防犯・防災対策

農地・水辺の保全と活用

生活排水・ごみ処理対策

公共交通機関の確保

広域道路交通網の整備

芸術・文化の振興

地域アイデンティティーの

形成と情報発信

地域間・国際交流の推進

観光交流ネットワークの確立

特産品づくりと地場産業の振興

雇用の場の確保

行政からの情報発信と共有

行財政運営の効率化

広域行政の推進と

地方分権への対応

住民参加のまちづくり

不明・無回答
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問 14 今後、行政と地域が一緒になって担うべきだと思われるまちづくりの施策は何ですか。 

（５つまで複数回答） 

今後、行政と地域が一緒になって担うべきだと思われるまちづくりの施策についてみると、「まちの

防犯・防災対策」が 22.2％と最も高く、次いで「高齢者保健・介護保険サービスの充実」が 21.1％、「保

健予防・医療の充実」が 20.7％、「子育て支援対策の充実」が 20.0％、「学校・家庭・地域の連携による

子どもの健全育成」が 19.0％となっています。 

前回と比べると、「広域道路交通網の整備」等で高くなっており、「子育て支援対策の充実」「高齢者保

健・介護保険サービスの充実」等で低くなっています。 

 

  
20.7 

20.0 

11.5 

19.0 

5.3 

4.9 

21.1 

9.3 

8.2 

2.7 

3.9 

7.3 

11.3 

8.8 

3.3 

5.4 

16.0 

10.4 

21.1

26.2

15.8

18.7

6.3

6.4

25.4

10.5

11.0

3.2

7.2

6.9

13.5

7.6

5.0

5.5

16.6

9.2

0% 10% 20% 30%

保健予防・医療の充実

子育て支援対策の充実

心を育てる学校教育の充実

学校・家庭・地域の連携による

子どもの健全育成

スポーツ及び生涯学習環境の充実

若者どうしの交流の場づくり

高齢者保健・介護保険サービスの充実

生きがいづくり

障害者福祉・医療の充実

男女共同参画社会の形成

世代間交流の推進

ボランティア活動の支援

次代を担う人材・グループの育成

自然環境の保護

文化財の保護

良好な住宅の確保

環境美化とまちの景観づくり

バリアフリーのまちづくり 全体（N=1,029）

前回（N=905）

10.5 

22.2 

6.3 

8.8 

10.6 

12.1 

3.0 

3.2 

1.9 

3.9 

10.3 

11.2 

7.9 

7.5 

5.8 

14.3 

18.4 

12.2

24.0

6.5

12.2

11.4

9.4

3.3

3.1

1.9

4.1

14.3

14.0

10.2

6.1

12.4

15.9

0% 10% 20% 30%

安全な遊び場の確保

まちの防犯・防災対策

農地・水辺の保全と活用

生活排水・ごみ処理対策

公共交通機関の確保

広域道路交通網の整備

芸術・文化の振興

地域アイデンティティーの

形成と情報発信

地域間・国際交流の推進

観光交流ネットワークの確立

特産品づくりと地場産業の振興

雇用の場の確保

行政からの情報発信と共有

行財政運営の効率化

広域行政の推進と

地方分権への対応

住民参加のまちづくり

不明・無回答
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問 15 今後、あなた自身がまちづくりに参加することについてどのようにお考えですか。 

（単数回答） 

まちづくりの参加意向についてみると、「まちづくりに住民参加は不可欠であり、機会があれば積極

的に参加したい」が 28.4％と最も高く、次いで「まちづくりに住民参加は必要であるが、関係団体など

の選ばれた人が中心になって進めるのが望ましい」「まちづくりに住民参加は必要であるが、自分とし

ては参加できない」がともに 28.1％となっています。 

前回と比較すると、「まちづくりに住民参加は必要であるが、関係団体などの選ばれた人が中心にな

って進めるのが望ましい」「まちづくりに住民参加は必要であるが、自分としては参加できない」は高く

なっており、「まちづくりに住民参加は不可欠であり、機会があれば積極的に参加したい」は低くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

28.4 28.1 28.1 

1.7 1.6 

7.5 4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=1,029）

まちづくりに住民参加は不可欠であり、機会があれば積極的に参加したい

まちづくりに住民参加は必要であるが、関係団体などの選ばれた人が中心になって進めるのが望ましい

まちづくりに住民参加は必要であるが、自分としては参加できない

まちづくりに住民参加の必要はない

その他

わからない

不明・無回答

「その他」の回答：町民が何を行っているか情報不足で良く知らない、 

平日に仕事をしている人でも積極的に行政に関わる機会を確保してほしい 

31.8 25.4 21.8 

3.9 2.1 

9.4 5.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回（N=905）

まちづくりに住民参加は不可欠であり、機会があれば積極的に参加したい

まちづくりに住民参加は必要であるが、関係団体などの選ばれた人が中心になって進めるのが望ましい

まちづくりに住民参加は必要であるが、自分としては参加できない

現状のままで満足しており、住民参加の必要はない

その他

わからない

無回答

28.4 28.1 28.1 

1.7 1.6 

7.5 4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=1,029）

まちづくりに住民参加は不可欠であり、機会があれば積極的に参加したい

まちづくりに住民参加は必要であるが、関係団体などの選ばれた人が中心になって進めるのが望ましい

まちづくりに住民参加は必要であるが、自分としては参加できない

まちづくりに住民参加の必要はない

その他

わからない

不明・無回答
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29.4 

25.8 

23.2 

32.1 

31.3 

25.6 

36.6 

29.3 

25.4 

28.1 

28.3 

21.5 

31.3 

30.6 

26.7 

1.9 

2.2 

1.5 

3.0 

0.5 

1.4 

3.2 

1.0 

0.7 

0.9 

9.2 

5.4 

7.1 

5.2 

7.4 

4.2 

5.4 

6.6 

3.0 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

田原本小学校区（N=360）

東小学校区（N=93）

南小学校区（N=198）

北小学校区（N=134）

平野小学校区（N=217）

まちづくりに住民参加は不可欠であり、機会があれば積極的に参加したい

まちづくりに住民参加は必要であるが、関係団体などの選ばれた人が中心になって進めるのが望ましい

まちづくりに住民参加は必要であるが、自分としては参加できない

まちづくりに住民参加の必要はない

その他

わからない

不明・無回答

■問 15 小学校区別クロス 

小学校区別にみると、「まちづくりに住民参加は不可欠であり、機会があれば積極的に参加したい」で

は〔北小学校区〕〔平野小学校区〕で３割台となっています。また、「まちづくりに住民参加は必要であ

るが、関係団体などの選ばれた人が中心になって進めるのが望ましい」では〔東小学校区〕で 36.6％と

他の小学校区と比べて高くなっています。 
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問 16 あなたは、田原本町が将来どのようなまちになることを期待しますか。（３つまで複数回答） 

田原本町が将来どのようなまちになることを期待するかについてみると、「買い物などがしやすい、

便利な生活空間があるまち」が 46.1％と最も高く、次いで「自然環境を保護し、緑地や田園風景を大切

にした豊かな自然のまち」が 30.6％、「子どもからお年寄り、障がい者も生活しやすい福祉のまち」が

29.1％となっています。 

前回と比べると、「買い物などがしやすい、便利な生活空間があるまち」等が高くなっています。 

 

 

 

  

「その他」の回答：人口 5 万人都市を目指す、何事にも先駆けた行動のある町、 

         納税者が平等に生存権を享受できるまち 

18.1 

4.0 

30.6 

23.5 

46.1 

27.8 

12.6 

15.5 

29.1 

12.7 

13.0 

8.7 

1.7 

5.3 

10.6 

7.7 

1.3 

1.5 

2.0 

17.7

5.1

29.2

20.3

38.7

26.6

14.1

16.2

30.3

17.0

12.0

9.6

2.3

8.8

11.2

12.5

0.7

1.4

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

文化財を保護し、歴史の風格を保有する歴史のまち

伝統文化を継承するなど、芸術文化活動が

盛んなまち

自然環境を保護し、緑地や田園風景を大切にした

豊かな自然のまち

都市施設が整い、暮らしの上で機能的なまち

買い物などがしやすい、便利な生活空間があるまち

交通事故や公害、災害のない安全なまち

優しさあふれる心あたたかな福祉のまち

住民の健康を守り、その増進を図る健康のまち

子どもからお年寄り、障がい者も生活しやすい

福祉のまち

仕事（就労の場）と生活（憩いの場）の

バランスがとれたまち

子どもたちの個性や創造性を育む教育が

充実したまち

年齢を問わず学習できる生涯学習が充実したまち

海外との交流を盛んに行う国際的なまち

観光客などが訪れる魅力ある観光のまち

地場産業や農業の振興を図るまち

他自治体との連携により、地方分権に対応した

幅広い住民サービスが提供できるまち

その他

特に期待しない

不明・無回答

全体（N=1,029）

前回（N=905）
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42.9

54.4

10.1

28.2

22.0

6.9

19.9

4.9

1.7

0.8

11.7

3.6

44.9

49.6

9.5

24.3

22.3

7.6

7.1

0.4

14.5

7.8

1.2

12.6

5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

田園風景が残る自然環境の豊かさ

唐古・鍵遺跡に代表する豊かな

遺跡群・文化財

公共施設の充実

国道、京奈和自動車道開通による

利便性の高い道路交通網

鉄道交通の利便性

国道・県道沿いの商業施設の充実

寺社仏閣などの歴史・文化

田原本町に住む人々

特産品

太安万侶のふるさと

桃太郎のふるさと

その他

特にない

不明・無回答

全体（N=1,029）

全体（N=1,029）

前回（N=905）

問 17 まちが誇れるもの、あるいは魅力に何がありますか。（３つまで複数回答） 

まちが誇れるもの、あるいは魅力についてみると、「唐古・鍵遺跡に代表する豊かな遺跡群・文化財」

が 54.4％と最も高く、次いで「田園風景が残る自然環境の豊かさ」が 42.9％、「国道、京奈和自動車道

開通による利便性の高い道路交通網」が 28.2％となっています。 

前回と比べると、「唐古・鍵遺跡に代表する豊かな遺跡群・文化財」等が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記述内容 件数 記述内容 件数 

苺（奈乃華） 5 トマト 1 

味間いも 4 ナス 1 

スイカ（スイカの種） 3 ネギ（結崎ネブカ） 1 

メロン 2   

 

  

「その他」の回答：治安、京奈和道田

原本ＩＣの設置、

田原本青垣生涯学

習センター 

（前回のみ） 

（前回のみ） 

（今回のみ） 
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33.8 55.5 10.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=1,029）

はい いいえ 不明・無回答

28.8 

15.5 

42.4 

15.2 

3.5 

13.3 

12.4 

11.8 

5.7 

15.8 

28.7 

8.4 

25.9 

5.6 

3.7 

14.4 

1.3 

6.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

貧困をなくそう

飢餓をゼロに

すべての人に健康と福祉を

質の高い教育をみんなに

ジェンダー平等を実現しよう

安全な水とトイレを世界中に

エネルギーをみんなに

そしてクリーンに

働きがいも経済成長も

産業と技術革新の基盤をつくろう

人や国の不平等をなくそう

住み続けられるまちづくりを

つくる責任つかう責任

気候変動に具体的な対策を

海の豊かさを守ろう

陸の豊かさも守ろう

平和と公正をすべての人に

パートナーシップで目標を達成しよう

不明・無回答

全体（N=1,029）

問 18 あなたは、2030 年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標であるＳＤＧｓをご存

知ですか。（単数回答） 

ＳＤＧｓを知っているかについてみると、「はい」が 33.8％、「いいえ」が 55.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

問 19 ＳＤＧｓの 17の目標のうち、特に大切なことだと共感できるものは何ですか。 

（３つまで複数回答） 

ＳＤＧｓの 17の目標のうち、特に大切なことだと共感できるものについてみると、「すべての人に健

康と福祉を」が 42.4％と最も高く、次いで「貧困をなくそう」が 28.8％、「住み続けられるまちづくり

を」が 28.7％となっています。 
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25.6 52.1 5.8 

1.4 

10.5 4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=1,029）

積極的に取り組むべき

急激な変化にならないように、徐々に取り組むべき

今のままでよい

その他

よくわからない

不明・無回答

23.8 

51.7 

23.4 

26.0 

15.8 

31.0 

30.4 

3.2 

9.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

農地の集約や作業受委託などによる経営規模の拡大

農業後継者・新規就農者・農業生産団体などの育成

先端農業技術などの積極的導入

（新品種、情報システム・ドローンの導入など）

農道、用・排水施設の整備や農地整備など

生産基盤の充実

体験農業、観光農業の振興

農産物の高付加価値化や加工品（ブランド品）の

開発、販路の拡大

減農薬・減化学肥料など環境に

やさしい農業の取り組み

その他

不明・無回答

全体（N=1,029）

問 20 ＡＩやＲＰＡの導入等デジタル化の進展により、行政サービスについては「利便性向上」「イ

ンフラ管理コストの低減」などが期待されます。このような取り組みについて、どのように

思いますか。（単数回答） 

ＡＩやＲＰＡの導入等デジタル化の進展についてみると、「急激な変化にならないように、徐々に取

り組むべき」が 52.1％と最も高く、次いで「積極的に取り組むべき」が 25.6％、「よくわからない」が

10.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

問 21 あなたは、田原本町の農業振興のために、今後何に力を入れるべきだと思いますか。 

（３つまで複数回答） 

田原本町の農業振興のために、力を入れるべきことについてみると、「農業後継者・新規就農者・農業

生産団体などの育成」が 51.7％と最も高く、次いで「農産物の高付加価値化や加工品（ブランド品）の

開発、販路の拡大」が 31.0％、「減農薬・減化学肥料など環境にやさしい農業の取り組み」が 30.4％と

なっています。 

 

 

 

 

  

「その他」の回答：取組は必要だがサイバー攻撃対策が重要だと考えている。 

         対人応接が全く失われてはいけないと思う。 

 

「その他」の回答：休耕地の活用、農地法による

規制の緩和、これ以上の農業

振興は不要である 
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24.6 

17.8 

34.3 

3.3 

13.8 

27.0 

36.3 

4.6 

12.8 

10.2 

8.1 

17.2 

8.8 

4.3 

5.8 

0% 10% 20% 30% 40%

宿泊施設や観光施設の増加

潜在的な観光資源の発掘 開発

インターネットを使った情報発信

の充実

大都市圏でのイベントにおける

情報発信

観光ステーション「磯城の里」の充実

町内での移動手段の確保

唐古・鍵遺跡のイベント等での

積極的な活用

住民と都市住民との交流の場の提供

地域ぐるみの受け入れ体制の整備

子育て世代を対象にした情報発信

町内の観光案内板の整備

農業・ものづくり体験の機会の増加

町内の商店との連携強化

その他

不明・無回答

全体（N=1,029）

問 22 あなたは、田原本町を訪れる訪問客（観光やイベント参加）及びそこから生まれる消費を増

やすには何をすればよいと思いますか。（３つまで複数回答） 

訪問客（観光やイベント参加）及びそこから生まれる消費を増やすためにすべきことについてみると、

「唐古・鍵遺跡のイベント等での積極的な活用」が 36.3％と最も高く、次いで「インターネットを使っ

た情報発信の充実」が 34.3％、「町内での移動手段の確保」が 27.0％となっています。 

 

 

 

  

「その他」の回答：駅構内にしかコインロッカーがないので駅前の案内所内に設置は？ 

         田原本の歴史に自信を持てるよう歴史を明確にする、 

         駅周辺商業施設の整備、町内の高校を大型の研究所にすると良い、 

         観光資源を説明できる人材育成、駅を一つにして商業施設を入れる、 

         特に必要とは思わない 
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12.9 

26.9 

14.9 

20.3 

16.2 

22.3 

35.0 

14.1 

33.7 

10.9 

2.3 

9.7 

0% 10% 20% 30% 40%

商工会との連携強化

中小事業者等の経営を支援する制度

の充実

商工業後継者の育成支援

イベントの開催等販売促進対策

の充実

大学や研究機関等との連携

起業・創業への支援

企業誘致の促進

観光の取り組みとの連携強化

特産品開発や販売などの育成・誘致

伝統技術の保護・育成

その他

不明・無回答

全体（N=1,029）

問 23 あなたは、田原本町の商工業振興のために、今後何に力を入れるべきだと思いますか。 

（３つまで複数回答） 

田原本町の商工業振興のために、力を入れるべきことについてみると、「企業誘致の促進」が 35.0％

と最も高く、次いで「特産品開発や販売などの育成・誘致」が 33.7％、「中小事業者等の経営を支援す

る制度の充実」が 26.9％となっています。 

 

 

 

  

「その他」の回答：道路交通網の整備、ものづくりする若い子に移住してもらう（住居等は提供する）、 

         やる気のある人へ空き店舗を貸し出す、福祉・子育て環境の充実、 

         土地を集約化して活用する、駅周辺の整備 
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５ 定住促進や子育て支援による人口減少抑制策について 

問 24 人口減少を克服し活力ある社会を目指して、田原本町が取り組むべきことは何だと思いま

すか。（３つまで複数回答） 

人口減少を克服し活力ある社会を目指して、田原本町が取り組むべきことについてみると、「子育て

支援の充実などにより、結婚・出産・子育ての希望をかなえる取り組み」が 57.6％と最も高く、次いで

「産業を振興し、雇用を拡大させて、経済を活性化させる取り組み」が 43.4％、「移住や定住、Ｕター

ンの推進など町内の人口を増加させる取り組み」が 35.2％となっています。 

前回と比べると、「子育て支援の充実などにより、結婚・出産・子育ての希望をかなえる取り組み」「移

住や定住、Ｕターンの推進など町内の人口を増加させる取り組み」が高くなっており、「産業を振興し、

雇用を拡大させて、経済を活性化させる取り組み」「コンパクトシティの推進や公共交通の充実など、持

続可能な地域を目指す取り組み」等が低くなっています。 

 

 

 

 

 

  

「その他」の回答：公立学校で私立学校以上のサービスを提供、日本一安全に自転車で移動できるまちづくり 

         スマートシティのモデルエリアを決める、地域コミュニティの充実、 

         若者によるイベント支援、古いイメージの転換 

43.4 

57.6 

35.2 

26.1 

27.5 

24.6 

3.5 

5.1 

53.9

53.1

30.4

29.0

31.3

32.3

4.4

4.6

0% 20% 40% 60% 80%

産業を振興し、雇用を拡大させて、経済を

活性化させる取り組み

子育て支援の充実などにより、結婚・出産・子育ての希望

をかなえる取り組み

移住や定住、Ｕターンの推進など町内の人口を

増加させる取り組み

自然や特産品、文化財といった地域資源の活用や人や物

の交流を拡大し、地域の活性化やにぎわいを創る取り組み

農村の魅力づくりや福祉の充実など、人口減少社会でも安

心して暮らせる地域を目指す取り組み

コンパクトシティの推進や公共交通の充実など、

持続可能な地域を目指す取り組み

その他

不明・無回答
全体（N=1,029）

前回（N=905）
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問 25 定住・移住してもらうために田原本町が行えばよいと思う取り組みは何ですか。 

（３つまで複数回答） 

定住・移住してもらうための取り組みについてみると、「子育て支援の充実」が 28.6％と最も高く、

次いで「働く場の創出（企業誘致等）」が 26.5％、「医療や福祉施策の充実」が 22.2％となっています。 

前回と比較すると、「定住・移住相談窓口の設置」等が高くなっており、「働く場の創出（企業誘致等）」

「商業活性化等まちのにぎわいの創出」「道路等の都市基盤の整備」等が低くなっています。 

 

 

 

 

  

「その他」の回答：国道 24号より東へ市街化してほしい、子ども広場・食堂の支援、 

         東小学校区に若い夫婦・子育て中・出産予定者たちが住めるハイツやマンションの建設を、 

         プロパンが多いのでそれが原因で来ない人もいる、人口増を望まない 

14.8 

10.1 

17.8 

17.7 

16.4 

13.5 

26.5 

4.5 

10.0 

22.2 

28.6 

11.9 

10.0 

9.3

9.0

10.1

13.4

11.5

15.7

31.2

6.0

13.9

25.4

29.1

10.5

20.8

0% 10% 20% 30% 40%

定住・移住相談窓口の設置

地域やまちの情報の発信

住宅斡旋、空き家情報の提供

リフォーム等住み替えにかかる支援

住宅購入・家賃の支援

就職や就業の支援

働く場の創出（企業誘致等）

農業の振興

防犯・防災等の安全・安心の充実

医療や福祉施策の充実

子育て支援の充実

学校教育等教育環境の充実

商業活性化等まちのにぎわいの創出

全体（N=1,029）

前回（N=905）

15.8 

10.4 

6.8 

1.4 

1.3 

2.5 

10.3 

3.9 

5.4 

3.9 

1.4 

4.1 

14.4

14.9

7.0

2.7

1.9

1.8

11.8

5.7

9.3

2.0

2.3

0% 10% 20% 30% 40%

公共交通機関の充実

道路等の都市基盤の整備

良好な自然環境の保全

観光・交流の振興

芸術・文化の振興

地域活動やボランティア等

市民活動の充実

若者が活躍する場の提供

地域の愛着を育む取り組み

結婚の支援

まちのイメージアップへ

の取り組み

その他

不明・無回答
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問 26 これから少子化に歯止めをかけるため、田原本町はどういった取り組みに力を入れるべき

だと考えますか。（３つまで複数回答） 

田原本町が少子化に歯止めをかけるために力を入れるべき取り組みについてみると、「保育料軽減や

進学のための奨学金制度の充実などによる子育て・教育における経済的な負担の軽減」が 53.3％と最も

高く、次いで「育児休業の取得や再就職支援など妊娠・出産しても安心して働き続けられる職場環境」

が 38.3％、「仕事と家庭の両立（ワークライフバランス）等による働き方の見直し」が 28.8％となって

います。 

前回と比べると、「病児・病後児保育、一時・休日保育、放課後児童クラブ等の保育環境の充実」「育

児休業の取得や再就職支援など妊娠・出産しても安心して働き続けられる職場環境」等で低くなってい

ます。 

 

  

53.3 

38.3 

28.8 

16.9 

25.6 

14.4 

19.2 

22.4 

13.8 

2.2 

6.4 

52.3

45.0

31.9

19.4

30.5

17.6

22.5

16.9

13.7

2.8

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

保育料軽減や進学のための奨学金制度の充実など

による子育て・教育における経済的な負担の軽減

育児休業の取得や再就職支援など妊娠・出産しても

安心して働き続けられる職場環境

仕事と家庭の両立（ワークライフバランス）等による

働き方の見直し

結婚につながる出会いの機会創出の促進

病児・病後児保育、一時・休日保育、

放課後児童クラブ等の保育環境の充実

多子世帯に対する支援の充実

妊娠・出産・子育てに関する相談体制や

医療体制の整備

地域ぐるみで子どもを育てられる環境

生命の大切さ、家庭の大切さといった価値観の醸成

幼児教育や少人数学級などによる教育環境の充実

その他

不明・無回答
全体（N=1,029）

前回（N=905）

「その他」の回答：就業人口を増やすため企業の誘致、不妊治療の助成、子作りに興味を持つ環境、 

         調整整区域のために子ども世代の夫婦が地元に帰りたいが住宅が建てられない、 

         いくら子育て支援を行ってもＰＴＡで平日にとられる時間が多く働けない→もう一人は産め

ないという人がたくさんいます。校外役員など、働くことができない仕組みを取り払ってほ

しいです 

（今回のみ） 

（前回のみ） 
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■問 26 性別クロス 

性別にみると、「保育料軽減や進学のための奨学金制度の充実などによる子育て・教育における経済

的な負担の軽減」では〔男性〕が〔女性〕を 6.5ポイント上回っています。また、「病児・病後児保育、

一時・休日保育、放課後児童クラブ等の保育環境の充実」では 8.7ポイント、「育児休業の取得や再就職

支援など妊娠・出産しても安心して働き続けられる職場環境」では 7.6ポイント、〔女性〕が〔男性〕を

上回っています。 

 

  

57.4 

33.9 

26.9 

20.0 

20.7 

16.4 

22.1 

23.2 

12.5 

2.3 

4.3 

50.9 

41.5 

30.1 

14.6 

29.4 

12.9 

17.4 

20.8 

14.8 

2.3 

7.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

保育料軽減や進学のための奨学金制度の充実など

による子育て・教育における経済的な負担の軽減

育児休業の取得や再就職支援など妊娠・出産しても

安心して働き続けられる職場環境

仕事と家庭の両立（ワークライフバランス）等による

働き方の見直し

結婚につながる出会いの機会創出の促進

病児・病後児保育、一時・休日保育、

放課後児童クラブ等の保育環境の充実

多子世帯に対する支援の充実

妊娠・出産・子育てに関する相談体制や

医療体制の整備

地域ぐるみで子どもを育てられる環境

幼児教育や少人数学級などによる教育環境の充実

その他

不明・無回答

男性（N=439） 女性（N=568） 1
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６ その他、新型コロナウイルス感染症の影響などについて 

問 27 新型コロナウイルス感染症の影響による生活で困っていることは何ですか。（複数回答） 

新型コロナウイルス感染症の影響による生活で困っていることについてみると、「心の健康に関する

こと」が 42.8％と最も高く、次いで「お金に関すること」が 25.5％、「仕事に関すること」が 24.3％と

なっています。 

 

  

24.3 

25.5 

10.6 

13.7 

10.3 

42.8 

7.5 

20.1 

5.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

仕事に関すること

お金に関すること

オンライン環境に関すること

育児・介護に関すること

教育に関すること

心の健康に関すること

その他

困っていることはない

不明・無回答

全体（N=1,029）

「その他」の回答：コミュニケーションが取りにくい、コロナ患者を探そうとする・勝手に決めつける、 

         外食・外出ができない、感染した時の対応はどうなるのか不安、通院、運動不足、 

         高齢者施設に入所中の母に面会できない、将来の不安、家族が帰省できない、 

         人とのつながりが少なくなった、未だにすれ違う人がマスクをしていないことがある、 

         予防接種への不安、趣味の活動が制限される事、感染症に対する個々の意識の温度差 
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■問 27 年齢別クロス・世帯構成別クロス 

年齢別にみると、「心の健康に関すること」では〔70～79歳〕〔80歳以上〕で半数以上と高くなってい

ます。「育児・介護に関すること」では〔30～39 歳〕が 27.5％と他の年齢と比べて高くなっています。 

世帯構成別にみると、〔その他〕世帯では「仕事に関すること」、それ以外の世帯では「心の健康に関

すること」がそれぞれ最も高くなっています。〔夫婦のみ〕世帯では、「お金に関すること」が他の世帯

と比べて低くなっています。 

 
 

  

仕
事
に
関
す
る
こ
と

お
金
に
関
す
る
こ
と

オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
に
関
す
る
こ
と

育
児
・
介
護
に
関
す
る
こ
と

教
育
に
関
す
る
こ
と

心
の
健
康
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他

困

っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

不
明
・
無
回
答

 18～19歳（N=13）      7.7   30.8     23.1       0.0   46.2     15.4       0.0   30.8       0.0

 20～29歳（N=62）     29.0   33.9     14.5     14.5     12.9   37.1       0.0     24.2      1.6

 30～39歳（N=102）     33.3   37.3     21.6     27.5     22.5   34.3      2.0     16.7      1.0

 40～49歳（N=136）   35.3   36.8     11.0     14.7     19.1     29.4      4.4     20.6       0.0

 50～59歳（N=156）   36.5     28.8      6.4     12.8     10.3   41.7      6.4     20.5      1.9

 60～69歳（N=200）     23.5   24.5      9.0     16.5      4.5   43.5      9.0     21.0      5.0

 70～79歳（N=244）     11.9     15.2      9.8      6.6      4.9   52.9     12.3   20.9      8.6

 80 歳以上（N=106）     12.3     15.1      4.7     14.2      5.7   50.9      9.4   16.0     14.2

 ひとり暮らし（N=86）     18.6   25.6      9.3      7.0      4.7   46.5      9.3     18.6     14.0

 夫婦のみ（一世代家族）（N=321）     17.4     18.7     10.9     11.5      5.0   47.0      9.3   23.1      5.0

 親と未婚の子ども（核家族）（N=373）     27.1   30.0     10.7     15.3     15.3   39.9      5.1     20.9      2.1

 親と子ども夫婦（二世代家族）（N=90）     25.6   27.8     11.1     18.9      6.7   46.7      6.7     14.4      6.7

 親と子どもと孫（三世代家族） （N=120）   31.7     27.5      9.2     17.5     15.8   36.7      9.2     16.7      6.7

 その他（N=28）   46.4     28.6      7.1     10.7     14.3   32.1      3.6     17.9      3.6

単位：％

世
帯
構
成
別

年
齢
別
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3.9 

0.5 

83.1 

7.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事に関すること

お金に関すること

オンライン環境に関すること

育児・介護に関すること

教育に関すること

心の健康に関すること

その他

相談はしていない

不明・無回答

全体（N=1,029）

問 28 新型コロナウイルス感染症の影響による生活で困っていることについて、これまでに役場

に相談したことは何ですか。（複数回答） 

役場に相談したことについてみると、「相談はしていない」が 83.1％と最も高く、次いで「お金に関

すること」が 4.2％、「心の健康に関すること」が 3.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「その他」の回答：ワクチンを早くしてほしい、相談したら何をしてくれるのか具体的に教えてほしい、 

         これから先のことが予想できない不安感 
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問 29 その他、まちづくりについてご意見やご要望がございましたら、ご自由にご記入ください。 

（自由記述） 

自由記述について、368人の回答があり、回答の要旨に基づき分類・整理した結果は以下の通りです。

なお、ひとりの回答者が複数の分野にまたがる意見を述べている場合は、それぞれに分類しました。 

政策別では「道路・交通」に関する内容が 84件と最も多く、次いで「行財政運営」に関する内容が 79

件、「住民参加」に関する内容が 45件となっています。 

 

基本目標 政策 件数 

基本目標１  

子育ての願いをかなえるまちづくり 

ふるさと教育 ０ 

保育・幼児教育 ８ 

学校教育 15 

結婚・妊娠・出産・子育て 24 

基本目標２  

健康で安心な暮らしを支えるまちづくり 

高齢者福祉 21 

地域福祉 10 

保健・医療 10 

障害者福祉 ４ 

社会保障 ５ 

基本目標３  

潤いや喜びを与える学びとスポーツの 

まちづくり 

生涯学習 ４ 

スポーツ・レクリエーション ７ 

歴史・文化 17 

人権の尊重 ２ 

基本目標４  

安全で快適な暮らしを支えるまちづくり 

市街地整備 30 

道路・交通 84 

上下水道 ６ 

住環境 15 

生活環境 31 

防災・防犯・交通安全 25 

基本目標５  

賑わいと活力あふれるまちづくり 

農業 14 

商工業 29 

観光 10 

基本目標６  

住民とともに実現するまちづくり 

住民参加 45 

行財政運営 79 

その他 ２ 

延べ合計件数 497 
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◎回答の内容 

基本目標１ 子育ての願いをかなえるまちづくり 

■ふるさと教育 ０件 

■保育・幼児教育 ８件 

・保育所ができてよかった。今夏には老人ホームがオープンするとのことで、非常に楽しみです。 

・保育園の数を増やしてほしい。土日祝日が休みで育児休業取得できるなど、そのような会社を積極

的に町内に取り入れ、情報発信してもらえれば嬉しい。 

・保育園に入れるまで時間がかかった。他の学年では入れる子もいたので、学年による格差は無くし

てほしい。 

・待機児童解消のため、今年度より田原本幼稚園が子ども園となり、保育園の拡充をされたが、小規

模保育園からの受け皿とは思えない内容説明があった。土曜保育はしない。PTA強制参加。月 1 回の

参観日には必ず参加すること等。共働きの家庭には全く配慮されていない。企業からすれば、頻繁

に仕事を休む非正規の従業員は契約解雇の対象であり、雇用の確保には繋がらない。幼稚園で無く

なったことを自覚し、一律の対応ではなく、雇用形態による柔軟な対応を求めます。そのために就

労証明を提出しているのだから。 

・保育園が少なく、家計が苦しいにも拘らず幼稚園に通わさざるを得ない。保育士不足を解消するべ

く給料手当など補償し、積極的に増員と増設を希望する。安心して生活できる教育環境が整えば、

田原本町に移住する人も増えるのではないか。 

・幼稚園をこども園にするのはリスクがある。１号 2号の保護者で、PTA や他の活動で動ける時間など

違い過ぎる。 

・こども園や保育園をもっと増やして欲しい。 幼稚園の駐車場を作って車送迎可にしてほしい。 

・宮の森保育園の駐車場改善 

 

■学校教育 15 件 

・コロナ禍において、数か月学校は休校していたが、教師達の現場は何をしていたのか？宿題交換の

みで、今年の高校受験範囲も縮小されている。 

・学校給食は有り難いが中身が心配。家では食さないマーガリンなどがある。子どもの健康上、調味

料から考えてほしい。他県では無農薬野菜やオーガニックの給食があると聞いた。特色ある政策を

打ち出すことで、注目され興味を持ってもらえると思う。表面を整えるのではなく、我が地域では

本気で住民のことを考えてくれていると思える行政をお願いします。地域を上げて、減農薬無農薬

に取り組んで下さい。 

・小学生の体験学習で、米や野菜作りなどするのも面白い。できた作物を使用して、大人や子どもで

カレーなど調理することもできる。 

・小学校により人数にばらつきがある。幼稚園のように、どの校区でも選べるようにしてほしい。 

・中学校の給食やエアコン設置など改善されているが、校舎は老朽化している。 

・まちづくりのポイント：教育（学校支援、教育の充実、安全な環境） 

・中学校給食は助かっている。コロナ禍でも教育に力を入れ、修学旅行も行けて感謝している。 

・小学校は３校に減らし、充実的な教育環境を望む。きめ細かい教育を望む。 

・学校給食廃止 

・子どもの教育環境を真剣に考え、まちづくりをしてほしい。 

・新型コロナウイルスの影響での学習イベント中止への対応は、丁寧にしてほしい。 
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・子ども達育成に最善を尽くしてほしい。少人数学級、発達障害児と向き合う姿勢、学童保育の充

実、クラブを通じての体力と仲間づくり等。またクラブの充実性。給食をより栄養価の高い物で体

力作りに！ 

・小中学校でのキャリア講演の充実 

・教育力が不十分 

・教育にもっと力を入れて、優秀な人材を輩出する町を目指して欲しい。 

 

■結婚・妊娠・出産・子育て 24 件 

・子育てしにくい町である。学童保育は 20時まで預かってほしい。長期休業中は、7 時から開けてほ

しい。仕事が続けられない。町職員の給与が近隣に比べ安いので、良い人材は他に取られてしま

う。給与を上げて良い人材の確保をすることにより、町が良くなると思う。子育てしやすくするた

めには、幼稚園をこども園にするだけでなく、０～５歳まで通える公立保育園が必要。環境を変え

ずに就学を迎えたい。 

・子育てに関して、保健センターの相談員が急に代わったりして、不安を感じる。常時相談できる体

制にしてほしい。また、休日保育の充実を願う。 

・東校区は田畑が多くて新宅が無いため、子どもが増えない。調整区域を解除し、家を建てられるよ

うにすれば、子どもも増えると思う。賃貸住宅も増えれば、希望を持って定住できる。 

・子どもの医療費を中学３年生まで無償にしてほしい。 

・観光資源も無く、教育環境を充実させて、子育て世帯を呼び込むことが望ましい。 

・若い家族が住みやすい、教育・子育て支援を増やす。町として“これが凄い”とインパクトのある

取り組みが必要。 

・子育て世代が暮らしやすいと感じられるような、温かい支援を育てる取り組み 

・子どもが安心して遊べる場所づくりをしてほしい。 

・大型遊具等、子育て世代が楽しめるような施設がほしい。 

・子ども達が自由に遊べる場所を作ってほしい。 

・子育て支援について、他市町村と同じことをしても、人は集まらない。町の強みを活かした町づく

りが必要である。 

・子ども達が遊べる場所がほしい。 

・保育士の確保のため、町独自の手当などを出すなどしてはどうか。 

・少子化を止めるには、３～４人子どもがいる家庭や、低所得者に対する支援の充実を行うことが大

切。思い切った政策を先行投資する。 

・保育料が第 2 子は無料の点について、もう少し幅を広げてほしい。子ども同士の年齢が離れている

場合、高い保育料が負担になる。 

・結婚・出産・子育てへの支援充実に力を注いでほしい。 

・子育てや医療に関して手厚くしている部分はある。しかし何故それが必要なのか、いろいろな声が

ある。保育園に入れたいのは働きたいためだけでない。心がしんどい時もある。そのような声も届

く町であればよい。 

・学童の弁当負担を軽減してほしい。小学校のトイレを様式に変えてほしい。 

・子育て支援対策をお願いします。 
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・保育園の利用料について、住民税非課税世帯に限らず、2 子以降無料などして頂けると助かります。

2 子になると不妊になる事も多いと聞きますし、不妊治療にお金がかかり、さらに保育料も共働きだ

とかなり高額になるので是非お願いしたいです。妊婦への特別一時金や出産の一時金についても継

続して頂きたいです！コロナで収入が減る中、今妊活しても先のことが見通せないので、気が引け

てしまいます。できれば事業を継続して頂き、サポートを受けれるようにして頂きたいです！田原

本は公園が多いと遊びに来た友達からよく言われますが、遊具は少ないねってよく言われます。広

い公園には、鉄棒、ジャングルジム、ブランコ等、遊具を充実させて頂きたいです！  

・コロナでマスク不足の時、妊婦、子育て家族に使い捨てマスクを配布していただいた時にはとても

感動しました。本当に感謝しております。以下に要望を述べます。①保育所の充実をお願いしま

す。保育園にこどもを預けるかどうかの判断を、こどもが０歳６ヶ月時点で判断しなければならな

いのは、子育てをする身としてはつらいものがあります。２歳、３歳になってからこどもを預けて

働こうとしても、預り先がありません。②子育てに関する色々な施策はうれしいのですが、広報を

読んでも必要な情報が載ってないことがあるため、例えば子育て中世帯に向けた手引書などをまと

めていただけると幸いです。Web サイトでまとめていただけるとさらにうれしいです。Webサイトな

ら更新もしやすいはずです。 

・志貴高校の校舎が空いている。子どもの育成に使用してはどうか。団体生活、寝泊まり、いろいろ

な技術をもっている老人に教えてもらえる場として使用するなど。心を育てることになる。子ども

会は親の手が動いて、６年生が１、２年生を見守りながら行事することが無くなっている。勉強が

忙しいのかもしれない。 

・大阪から転居してきたが、環境が良く、教育や子育ても充実している。一つだけ気になることは、

PTAの負担の大きさです。３人子どもがいるため、10年以上もの負担を考えると、仕事も常勤に戻

れず、もう一人欲しかった子どもも諦めた。PTAの在り方が昭和の状態で、町役場として子育て支援

策として見直してほしい。 

・独身が多すぎる。結婚のことはどう考えているのか？結婚率を増やし、子孫繁栄に協力してほし

い。 

 

 

基本目標２ 健康で安心な暮らしを支えるまちづくり 

■高齢者福祉 21 件 

・健康で幸せに暮らす高齢者が多く、“何かをしてあげる”ではなく、“頼る”企画を多くしたらど

うか。誰かの役に立つことが、生涯を通じて「生きがい」になる人もいると思う。互助の精神を大

切にした企画をお願いします。 

・高齢者が安心して健康づくりができる場所があればよい。 

・高齢者の移動手段の確立 

・介護認定の見直し（認定が緩い） 

・救援事業について、後期高齢化にあたり運転免許証返納に伴い、利用できない曜日の撤廃と利用で

きる時間帯の延長を要望する。 

・コロナウイルス感染症でも、高齢者がいきいきと過ごせるように、サポートが大切だと思う。見守

りや予防用品の配布など支援してほしい。 

・老人の住まいへの訪問は、民生委員だけでは間に合わない。介護専門職の人も当てにならない。 

・高齢になり、タワラモトンタクシー券に感謝している。 

・高齢化に向けた医療や居住対策を講じてほしい。 

・夫が認知症の真っただ中にいる。年金生活で、保険料や税金を納めている。施設利用料も高い。世

帯主と非課税者との差が大きいと感じる。もう少し税金が少ないと助かる。 
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・高齢者がゆっくりできる介護施設やサロンを作ってほしい。 

・高齢者福祉に新風を向ける。 

・タクシー券は重宝しているが、町内の巡回するバスが無い。交通手段が無い高齢者の社会参加を向

上させられない。 

・高齢者福祉の一環として、タクシー券の配布は有難い。町の行事や公民館活動に、大いに参加でき

るようになった。 

・町内には種々の施設があるが少し範囲を狭く考え、外出が不自由な高齢者が歩いて行ける集える場

ができればよい。人が集まらなければ実施しない町の規則を緩和し、1か月 1回定期的に「健康教

室」の出張形式などを開催したらどうか。 

・高齢者へのサービスが不十分 

・移動困難者について、タクシー券の更なる工夫を望む。運転免許証返納し、車が無いことに不便を

感じてる。夫が入院した際、動けない夫の券は余ったが、付き添いの私の分は直ぐに無くなった。

使えない人への券は返上し、その分を足りない人に配布してほしい。 

・高齢者はコミュニティバスがあれば買い物も便利で、車の運転をすることも少なくなる。 

・高齢者福祉の充実をお願いします。 

・タクシー券は有り難い。 

・高齢者タクシー補助制度は有り難い。やさしい制度が増えることを望んでいる。 

 

■地域福祉 10 件 

・あらゆる方面でのボランティアを募集してほしい。 

・介護のゴミ収集、感謝している。 

・特別養護老人ホームの一時金は必要なく、年金だけで入居できるホームを作ってほしい。 

・東校区の人は活気が無い。子どもと高齢者が一緒に過ごせる施設があればよい。 

・新しくできた集合住宅は、どんな人が住んでいるか？近所付き合いをしたくない人が多い。 

・病院に行きたくても、弱い人は一人で行けない。 

・新型コロナウイルスの影響で、全ての動きが止まる思い。小さな世界観で、悲しく息が詰まりそう

な毎日で、テレビによる言葉に付いて行けない人もたくさんいる。車を手放し、自動運転・AI・

IT・オンライン等、高齢者が多い町内で取り残された感がある。大きな家の独居高齢者や、近所付

き合いが苦手な若者も多く、他国からの働く人が増え、昼間から玄関は施錠して世間と遮断。家の

中だけが生活の場となっている。 

・移住者からすると、あまりにも閉鎖的で、移住するには難しい土地だと思う。生活するにも息苦し

さがある。 

・８年前に引っ越して来た。田園風景があり、ウォーキング中にカワセミを見たりし、自然に溢れて

いる。地域の人は親切な方が多い。ふれあいセンターは、大浴場や児童館を備えた町民の憩いの場

である。コロナ禍生活の中、安全安心に気を配り、笑顔の対応をしてくれる。風呂上がりのマッサ

ージ器は至福の時間。感謝の一言です。 

・コロナ禍において外出ができず、買い物も頼んでいる。 

 

■保健・医療 10 件 

・ここ数年は、特定検診や医療機関に行ってない。介護で負担をかけるくらいなら、自分の人生は終

わりと考えている。 
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・田原本町にかかりつけ医が無い。定年後に医療や福祉が充実し、住み続けられることが理想だと思

う。 

・生まれ育った町なので、出ていきたいとは思わないが、買い物する場所や医療機関が少なく困るこ

ともある。耳鼻科や皮膚科は、別の町に行くことが多い。 

・公園、病院が少ない。（特に皮膚科が無い） 

・病院の休日が重なっている。病院同士話し合い、同じ休日にならないようにしてほしい。町から提

案はできないのか。 

・婦人科検診の充実 

・医療費 500円の窓口負担を小学生卒業までにしてほしい。 

・若者が町外に出ていくことを防ぐため、唐古鍵遺跡公園や青垣生涯学習センターを利用してのレク

リエーションを進めるのは良い考えだと思う。健康的な食・住生活を促す。また川沿いの遊歩道を

さらに利用する。 

・新型コロナウイルスの早期解決 

・骨折により入院した。その際は医療従事者には大変お世話になり、感謝している。タクシー券はも

う少しほしい。 

 

■障害者福祉 ４件 

・障害者に対してのサービスが少なすぎる。 

・障害者（児）にやさしい町になってほしい。置いてきぼりになっている気がする。話をもっと聞い

てほしい。意見を言える機会が欲しい。障害者（時に自閉症）の人達の避難所を考えてほしい。一

般者と同じでは困難である。 

・発達支援は、他市に比べ少ない。施設が少ないから「入れない」と聞く。放課後等デイサービスも

直ぐに入れるように、増やしてほしい。またアレルギーも増えているので、給食での対応も考えて

ほしい。 

・身体の障害（発達障害）に対する対応が冷淡である。目に見えない障害に対する対応は、専門医師

を導入して対応すべき。 

 

■社会保障 ５件 

・年金だけでは不足の日々です。町づくりに対して関心は無い。ここ数年は、特定検診や医療機関に

行ってない。介護で負担をかけるくらいなら、自分の人生は終わりと考えている。 

・生活保護の見直し（認定が緩い） 

・現金給付してほしい。 

・年金や保険料が急に上がった。 

・田原本町は生活保護に緩いと噂になっている。 

 

 

基本目標３ 潤いや喜びを与える学びとスポーツのまちづくり 

■生涯学習 ４件 

・田原本青垣生涯学習センターの充実（ホール内の見直し） 

・田原本青垣生涯学習センターの活用 

・青垣センター職員は不親切。 
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・図書館が非常に充実している。田原本町で誇れるものは、この図書館運営だと思う。 

 

■スポーツ・レクリエーション ７件 

・サッカー場があるのだから、サッカーの町にしてほしい。 

・ウォーキングやサイクリング道を作ってほしい。 

・中央体育館の利用手続きについて、簡素化できるはず。また申し込むと、指導者と連絡が取れない

などと断られる。 

・唐古鍵遺跡公園を夜間でもジョギングなどが行えるようにしてほしい。街灯や駐車場の利用時間延

長。 

・廃校を利用して、サッカーの試合を増やす。町民が参加（応援）できれば面白い。 

・宮古地区に公園、夜間でも安全にジョギングやウォーキングできる場所がほしい。 

・３月から中央体育館が利用できないと聞いた。健康維持のために継続的に利用しているので困りま

す。 

 

■歴史・文化 17 件 

・田原本町の豊かな田園風景を守り、昔から続く人々の暮らしを大切に、伝統・文化を次世代へ継承

してほしい。 

・水準的な町で、住みやすい。広場があり、子ども達を遊ばせるのも安全で最適。しかし遺跡がある

ことをわかるような施設があれば、喜ばれるのではないか。 

・鍵遺跡公園内の考古学ミュージアムの移設。このままでは客は呼べない。遺跡公園として、貴重な

遺物も公園内に併設して目玉とする。 

・唐古鍵遺跡の有効活用 

・唐古鍵遺跡の整備や道の駅など、良い施設ができて嬉しいです。三穂津姫のビデオ配信などのアニ

メやオリジナル曲も楽しむことができ、伝統や文化にも力を入れていることが理解できた。 

・田畑が減少し、寂しく思える。昔の立派な家屋を再利用できれば、景観も崩れず、観光も楽しめる

町になるのではないか。発展しすぎないのも、田原本町の良さだと思う。 

・田原本町の名所旧跡等、町を理解してもらえるように、検定試験を有料で実施してはどうか。 

・唐古鍵遺跡の更なる有効活用を希望する。 

・唐古鍵遺跡や道の駅は、もう一度行きたいと思えない。ゆっくりできる日陰も無く、散歩もできな

い。 

・唐古鍵遺跡公園は、予算をかけたが人が来ていない。ただの広場で、魅力が無い。 

・唐古鍵遺跡公園にアスレチックなどを設置すべき。散歩公園では飽きる。リピーターが集まるもの

を作る。 

・唐古鍵遺跡公園の拡大。大型駐車場を設け、若者から高齢者まで利用できるようにする。 

・道の駅があるのに、遺跡をもっと活用しないのはもったいない。 

・歴史･文化財の整備 

・オーケストラで働いている。音楽面で町にできることがあれば協力できる。 
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・他市から引っ越して来た。住むという観点からみれば、スーパーも多くて医療機関も困らないし、

満足できる点が多い。保育園も小規模施設が増え、子育て世代にやさしい町と感じる。でも魅力と

いう観点では、将来のビジョンへの施策がなされていないのは疑問に思う。例えば流鏑馬を無理や

り町と関連付けたりする必要はない。旧町の昔ながらの町並みや田園風景などに予算と労力を使っ

てほしい。そのようなことが、町民の豊かな心を育むことに繋がると思う。 

・唐古鍵遺跡を広場としての確保に加え、もっと全国へアピールできるミュージアム等の充実をお願

いしたい。環境集落の再現による住居や農地の復元、邪馬台国の発祥に繋がるメイン施設の検討。

全国の歴史ファンを呼び込んではどうか。 

 

■人権の尊重 ２件 

・年取った「人」も子どもも、いかなる障害を持った「人」も、男性も女性も、あらゆる「人」が

「人」として生きていけるよう、行政の取りこぼしが無いようにお願いしたい。 

・いじめをなくしてほしい 

 

 

基本目標４ 安全で快適な暮らしを支えるまちづくり 

■市街地整備 30 件 

・駅周辺の地価や住宅の価値を下げ、若者にも購入できるようにして人口を増やす。 

・国道 24号線より西側ばかりが良くなっている。東側にも目を向けてほしい。 

・駅周辺の商店街が寂れていて、活気がなく田舎っぽい。おしゃれな喫茶店やケーキ屋なく、寂し

い。急行も停車し、人口もあるはず。できれば大型ショッピングセンターを誘致してほしい。 

・駅前の開発（東側） 

・空いている土地を活用してほしい。 

・近鉄田原本駅周辺の開発を勧め、商業施設を充実させて活性化を図るべき。 

・駅前の商店街に行きにくい。特に行きたいと思える店も無く、道も狭く行きにくい。コロナのため

イベントも無く、面白みが無い。 

・40年ぶりに U ターンして来たが、浦島太郎状態。まず感じたのは、旧田原本町内の静けさ。店が無

くなり空き家が多く、道が狭く電柱柱と「いけず石」があり、もう少し取り除くことはできないの

か。駅周辺に喫茶店などがあれば、足を止めるのではないか。 

・市街地を増やす。 

・住宅地内の道路行政が全くできていない。ミニ開発が行われているが、住宅地内の道路は行き止ま

りばかり。火災や救急時に悪影響がある。宅地開発後、町道として町に移管されているが、行き止

まりのため住宅購入者は通行できない。当たり前のように路上駐車している。住宅の場所により路

上駐車できるのは、不公平で納得できない。 
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・田原本駅から西側は整備され便利になったが、東側も再開発して活性化が必要。防災面も計画が必

要だと思う。24 号線沿いについては、橿原市・桜井市・三宅町・川西町と連携し、プロジェクトを

組んで活性化に取り組むべき。 

・今後の田原本町の発展を考えると、産業や企業の進出によって発展するが、現状の道路の広さでは

企業進出は困難な状況。町内の発展は無いと思う。都市開発はミニ開発よりも、接道を考えた計画

がよい。 

・ショッピングモールなどの大型店を誘致することよりも、周辺の商売を活性化することで雇用創出

に繋がる。田原本駅と西田原本駅直結部分を総合的に見直し、飲食店も含めて再整備すればよいの

ではないか。 

・市街化区域の拡大。北校区での住宅（宅地）の開発に伴い、子どものいる世帯の移住により、小学

生の増加による地域活性化。 

・田原本駅東側再開発による、明るい町づくりを！国道 24 号沿線の整備による、PRできる町づくり

を！ 

・住宅用地の増加と道路の整備。 

・笠縫駅前周辺の整備。 

・10数年前、駅前で数名が「田原本町って何でもあるね」と話されていたことを思いだす。町中でも

若者が後継される時代のような気がする。街中をコアにして、幹線道路に育ちつつあるエリアと繋

ぎ、文化財との連携で新しい田原本町を期待したい。 

・駅周辺の整備。桜や集客力があるのに歩道が悪く、ベビーカーを押して歩けない。自転車も危険。

空地がもったいない。風景は美しいと思う。 

・駅前に駐車場設備 

・田原本駅周辺の活性化 

・近鉄田原本駅の東側再開発整備による旧商店街の活性化、笠縫駅や黒田駅周辺整備を望む。住居表

示を実施し、旧町名郵便番号に従った住所名としてほしい。県内で実施できていないのは、田原本

町と御所市だけであるのは恥ずかしい。 

・Ｒ24号沿いは店がすぐ潰れるので、駅より西側を使って発展させれば、魅力的に映るのではない

か。移住条件として最初に気になるのが、買い物や外食しやすいか。 

・夜間、駅前の飲み屋に若者が集まり、駐車車両が通行の妨げになっている。そのような所から改善

しなければ、まちづくりはできない。 

・道路、駅、店などをきれいにし、住みやすくしてほしい。 

・茶町、石畳の部分が危ないほどボロボロになっている。早く補修工事をしてほしい。 

・引っ越して来たが、自然環境は良く暮らしやすいが、スーパー・銀行・医療機関が少なく、不便に

感じている。 

・農業後継者の増加を目指すより用途地区の見直しにより農村地区にも家が建てられるようにし農業

と融合したまちづくり(ベッドタウン化)を行う。その為には産業振興や誘致を行える環境整備が重

要です。 

・コロナ禍で田舎に移住する方が多い。田原本は大阪や京都に近く、田舎の雰囲気も味わえる、もの

すごくいい町だと思う。是非アピールし、多くの人に住んでもらいたい。  
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・町の中心部が空き家や閉店などにより寂れている。古い空き家を利用し、リノベーションなど行政

が援助してはどうか。 

 

■道路・交通 84 件 

・道路整備（新設）を行ってほしい。東西を繋ぐ道が無い。渋滞解消のためにも整備を望む。 

・町内巡回バス等、病院や金融機関など主な場所まで行ければ助かる。 

・京奈和道の薬王寺インターを早期に実現する。 

・古くなった舗装道路の再舗装への取り組み。 

・県道の歩道整備（三笠信号の拡幅工事） 

【道路環境について改善してほしいこと】 

・道路幅が狭く、事故が起こらないのが不思議なくらいだ。（特に交流量が多い田原本駅から東

側） 

・歩道が狭く、ガードレールが設置されていない所が多々ある。（パトロールを希望） 

・新規住宅地でも通り抜けできない所ばかり。救急車や消防車の出入りに支障をきたす。大事に至

る前に、対策を取るべき。 

・駅から各地へ行くのは便利だが、駅まで行く交通手段が無い。コミュニティバスを出してほしい。

福祉 C・ふれあい C とマイクロバスがあるが、老人会で使用するだけでなく、体育館からの発車も検

討してほしい。 

・町内を巡回するバス運行をしてほしい。 

・車道歩道の他に、自転車道を作ってほしい。歩道を走れない自転車は、どこを走ればいいのか。町

内の道路の道幅は狭く、自転車が走れる状態では無い。また自転車マナー教室も実施してほしい。

子どもの横並び走行も危険である。駅ロータリーに銀行があれば、狭い街中を走行することもな

い。 

・道路整備と車のスピード取り締まり強化。 

・道幅が狭く車が通りにくいため、整備してほしい。 

・田原本駅周辺の道が狭い。 

・いろいろな面で、地域差が大きい。地域差解消のため、公共交通機関の充実を望む。 

・京奈和道からのインターチェンジが無い。北中学校前の道幅が危険。大雨の時は洪水になる。 

・近鉄田原本駅の東側道路は狭く、渋滞の緩和を行政として取り組んでほしい。また通学路の車道整

備を考えてほしい。 

・近鉄田原本駅までの路線バスがほしい。 

・歩行者用道路が狭い。タクシー券は 17時迄がネックとなり、利用しにくい。 

・日常生活における移動について、タクシーやマイカー以外でも利用しやすい小型バス運用。 

・どこに出かけるにもタクシーか自家用車となる。青垣センターでイベントがあっても、参加できな

いことが多い。町中を定期的に走るバスがあればよい。町の中心から外れている場所は、まったく

変化していない。 

・自転車や歩行者の通行帯確保 
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・駅から遠い地区が多いので、コミュニティバスの運行を実現してほしい。限られたタクシー券では

解決しない。 

・インフラ整備（道路・交通） 

・町内バスの導入。 

・車の通らない散歩コースはできないか。 

・都市ガス工事なのか、あちらこちらで道を掘り起こし、整備することなくガタガタのまま。キレイ

にして下さい！ 

・R24 号にバス運行が必要だと思う。コミュニティバスの運行を充実させる。 

・駅前ロータリーと北側通り墓石店の横の間を開通して、学生が通りやすい通路を作る。橿原本線の

側道でのタクシーや一般人の通行を緩和してほしい。五光温泉周辺からコスモス周辺への直通道路

を開通し、交通の便を良くしてほしい。 

・道路環境の整備と、村社会からの脱却。 

・県道に街灯が少ない。道路がデコボコな個所が多数あり、整備すべき。 

・寺川周辺でジョギングや犬の散歩が安心してできるように、歩行者専用道路を作ってほしい。自家

用車は、いつも自分の場所のように停めるのは止めてほしい。寺川周辺や住宅前に駐車し、危険で

通りにくい思いをした。飲酒して駐車している。 

・東地区の少子化は酷い。農業地とするにしても高齢者ばかりで、これが続くと農業もできなくな

る。住宅地を増やし、新しい人が住めるようになることを望んでいる。バスなく不便なため、新し

い人を引き入れるにはバスを通してほしい。 

・車の免許証返納した場合、町内バスが走っているのかわからない。 

・コミュニティバスと歩道の改善をしてほしい。 

・京奈和道インター整備が遅れている。京奈和道の下の道が、川西町で行き止まりのまま。早く延伸

できれば便利になる。 

・交通機関の充実、運転免許証返納後の対策 

・タワラモトンタクシーは高齢者には有難く、続けてほしい。 

・高速道路があるのに、インターチェンジが無いのが残念。インターチェンジがあれば、企業誘致し

やすいと思う。 

・駅が遠すぎて不便なので、気軽に移動できるものはないのか。 

・京奈和道の降り口を、田原本町にも作ってほしい。 

・田原本町内を車が無くても、便利に移動できる交通網の整備整備 

・歩道を整備 

・道路事情が悪い。 

・運転免許証返納が迫ってきている。図書館や道の駅等に行くことも難しくなる。バスなどの運行を

希望する。 

・交通機関の充実とバリアフリー 

・狭い道が多過ぎる。 
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・高齢化に伴い、町内の移動が便利になるように、町内を走るバス運行を望む。タクシー券は助かっ

ている。 

・八尾池からローソンにかけて、道幅を広げてほしい。 

・老齢化による移動の不便解消対策として、公共交通機関の充実を希望する。不可能ならば、タクシ

ー券の継続発行。 

・タクシー券を廃止し、コミュニティバス運行を望む。 

・田原本駅をメインに、西ルート・東ルートなどのコミュニティバスを走らせてほしい。 

・安心して歩ける道路整備。 

・高齢者の移動手段が無く不便である。町内を循環するバス運行を検討してほしい。 

・京奈和道全線を早期完成してほしい。町から県に強く要請してほしい。 

・町内は歩道の無い道路が多く危険。歩道の確保充実を望む。 

・道が狭く、危険な箇所が多い。 

・高齢者が歩きやすい歩道の整備。 

・スーパー万代店の前の道は車が多く、道路を渡るのに苦労する。高齢者には危険。 

・国道や県道、旧村の道幅拡張整備 

・中央体育館や青垣等、駅から遠く、交通をお願いしたい。 

・田原本町全般、道路整備が必要。 

・公共交通機関を充実し、近隣府県への通勤が便利になれば、住み続けることができる。通勤に時間

がかかると、移住することになる。 

・10年ほど前に引っ越して来たが、何一つ変わっていない。便利が悪くなるばかり。無料タクシー券

を利用するよりも、小型バスでも出してほしい。タクシーでは必要な時間に使えない。 

・国道 24号線の美観維持 

・町内の道路のあちらこちらで、アスファルトの劣化が目立つ。また車の停車線や横断歩道が消えて

いても、放置されている。県道 14号線の「十六面」から「松本」付近と、「千代北」から「桜井市

大西口」手前まで、歩道の整備を行ってほしい。まともに歩けない箇所がある。歩行者・車とも

に、危険だと思う。 

・京奈和道のインターがあれば便利 

・川沿いの遊歩道をさらに利用する。 

・町内巡回バスが必要 

・道路の白線が消え、危険である。また雑草により歩道が潰れている。 

・新しい住宅が増え交通量も増しているが、24号線からの通過は困難でしょうか？ 

・道路整備 

・川沿いの道幅が狭く危険。歩道を作ってほしい。 

・田原本駅と西田原本駅の間に、高架を設置してほしい。 

・交通アクセスは、鉄道駅を一部高架方式にし、より利便性を高めては如何か。そして現在の磯城高

校を旧志貴高校に移転し、その跡地を県立大学（理工系）の頭脳集団にするのも一考ではないか。
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そうすることにより都市基盤の充実もでき、京奈和道とのアクセス並びに周辺道路の整備もより促

進されるのではないか。 

・歩道を全て繋げてほしい。歩道が途中で無くなり、車道を自転車で走っている。 

・町内全域、タクシーを無料にしてほしい。駅までが遠く、生活移動手段を考えてほしい。 

・役場西側の道路は舗装が悪くて事故が多く、改善が必要。自転車や車椅子は通行しにくい。国道 24

号線や駅側から来た車はほぼ止まってくれない。 

・公共交通機関を利用して、買い物に行けるような便利さを！タクシーばかり利用できない。 

・道路の計画が無いように思える。特に駅への道路。年配者が危険な車道を歩き、また自転車で行動

している。まず安全な道づくりを考えるべき。 

・道路整備がなされていない。特に歩道。歩道整備がなされていないので、車の走行も危険である。

また、国道 24号線での右折入出庫が渋滞を作っている。 

・田原本のコメリと美食城（飲食店）を挟む交差点に信号を設置して欲しいです。あの場所は以前か

ら交通事故が起こりやすいです。５年前、車に乗っていた私と母があの場所でトラックと衝突して

事故に遭ったこともありました。他にも、あの場所で事故があった話を聞いたことがあり、実際に

車同士が危うくぶつかりそうになる場面を何度か目撃しています。以前から近所でも、あの場所に

信号を設置してほしいという意見を耳にします。あの場所に信号を設置すれば、交通事故を減らす

ことに繋がると考えています。 

・とにかく、幹線道路の整備に力を入れて欲しい 

・散歩道の整備 

・高齢者や自家用車が使えない住民のための安価で利用出来る路線バスがあると駅から離れた場所に

住んでいる人ももっと移動しやすくなると思います。コロナ渦で外出や移動の自粛中ではあります

が将来的には移動手段がある方が良いと思います。 

・道路でガタガタすぎる所があり、自転車のタイヤがすぐ駄目になる。もう少しきれいに整備してほ

しい。 

 

■上下水道 ６件 

・水道料金が高い。全県的に取り組まなければ、水道管更新など多額な費用支出が伴い、料金値上げ

だけでは限界が来る。 

・水道設備をはじめインフラ全体の整備を行い、安心できるものにしてほしい。 

・水質改善 

・水道水は浄化しなければ飲めない。 

・上下水道料金が高い。 

・道路脇の草刈りがまちまち、下水が徹底できてない。 

 

■住環境 15 件 

・空き家対策 
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・旧町内の空き家を手に入れリノベーションし、気軽にお茶や軽食を楽しむことができる場所を作っ

てほしい。 

・バリアフリーな住みよい町づくりに取り組んでほしい。 

・空き家対策 

・耕作放棄地が今後増えるので、対策が必要。 

・若者が生活しやすい、定住する環境づくりを推進してほしい。 

・空き家対策に尽力してほしい。環境も悪く、通学路も危険である。城下町らしい環境づくりが必

要。 

・空き家の有効活用 

・子どもの頃に遊んでいた所が、今は住宅街になっている。のどかな田原本のイメージが小さくな

り、寂しく感じる。これ以上、田園風景を減らさないでほしい。住宅が増える変わりに、散歩途中

に休めるような公園がほしい。都市化でなく、癒しの町になってほしい。 

・自然豊かな環境や、青垣学習センターなどの公共施設が充実している。しかし自宅周辺は高齢化

し、空き家が増える心配がある。 

・田舎一帯の景観整備、空き店舗や空き地対策 

・すいせん丘の八重桜、根元から切られてしまった。成長を楽しみにしていたのに残念です。唐古鍵

遺跡公園に子ども達が遊べる遊具を設置してほしい。 

・公園は多くあるが、「暗い・雑草が多い・遊具が壊れている」など不安な点が多い。 

・公園の緑化事業を積極的に行ってほしい。 

・40年ほど前に大阪から移転。子どもが病弱で困っていたが、田園風景が残る自然環境の中で生活し

て元気になった。今は社会人として生活している。自身も大阪に通勤してサラリーマンとしての生

活を終え、地域の仲間と楽しく暮らしている。 

 

■生活環境 31 件 

・ゴミ袋が有料化されてから、用水路や道路脇への投棄が目に付く。川から海へと流れ、環境汚染、

人々の生活苦にと続く。そのことをわかりやすく、広報や教育現場、町内の催し等を介して、啓発

してほしい。ウォーキングを兼ねて清掃しているが、イタチごっこ。年齢も重ね、限界が来てい

る。 

・河川にゴミを捨てる人を厳しく取り締まる。 

・汚い場所など、ボランティア清掃の企画をしてほしい。頻繁に行い、看板や SNS などを活用して、

認知度を上げればよい。 

・自然環境（工場、民間業者による焼却時の煙）、黒煙が出ている町として、行政指導は行わないの

か。 

・川や堤防にゴミを捨てないように啓発を！野焼きの臭いで、健康に害を起こしかねない。 

・川がゴミで汚れているのが気になる。 
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・田原本町の環境問題のみでなく、地球全体の環境面からも“ゴミのポイ捨て”は大問題です。近所

のゴミくらいなら持ち帰り処分することは可能だが、多方面では個人では不可能。従って、町の環

境課が毎月決まった曜日に収集車を出してもらえれば、ゴミ拾いとしてのボランティア活動の輪も

広がるのではないか。次世代のためにも、取り組んでほしい。 

・自然環境の維持 

・ゴミの分別について、今以上に細かく分類することは難しいですか？プラスチックの分類や、生ゴ

ミ処理のコンポスト購入費の補助をしていることなど、もっと発信できませんか？ 

・百姓の方が、川にポイポイ草や野菜のくずを捨てるのをやめてほしい。南部開発ごみ焼却から、真

っ黒な煙が出ている。煙を出さない装置などできないのか。 

・環境（きれいな町（自然、ゴミ等）、遊び場（公園等）、住宅） 

・人づくりが優先である。旧態依然たる村八分の不平等が残る自治会に関わりたくは無いが、ゴミ収

集問題を見て見ぬふりする行政には愛想を尽かす。不平等が無ければ、良い町だとは思う。子ども

達には、公平な行政サービスを受けられるように、自治体トップにお願いしたい。 

・家庭ゴミの中で生ゴミが多いので、対策は何かないか。もう少し分別できればよい。 

・道路沿いに家が建っている。大きな車が通ると地震かと思う。何とかならないか。 

・街路樹や花壇を増やし、景観が良い公園があればいい。 

・散歩をしているが、道路に草むらやポイ捨てのゴミが目立つ。改善はできないのか。 

・宮古に住む高齢者です。昔は 6月になると家が床下浸水していたが、今は無い。今は他の家が浸水

している。町は宮古池にポンプアップするようですが、駄目だと思う。自治会に言ってもわかって

くれない。良い方法は無いか、話を聞いてほしい。 

・各地域のゴミ指定場所について、カラス被害がある。網を配布されたが、口ばしで網を上げてい

る。屋根のある置き場を設けてほしい。 

・寺川及び河川敷のゴミの多さが気になる。 

・以前あった町独自の焼却設備を他市町村に委ねずに、再確立してほしい。 

・缶・ビン・ペットボトルのゴミ回収時間を守らずに、早めに収集車が来ることがある。ルールを守

ってほしい。 

・道路沿い用水路の大量なゴミや犬の排泄物、目に入るとうんざりする。 

・街灯を増やす、ゴミ収集が少ない 

・自宅の敷地内で、何か燃やしていて臭く困っている。洗濯物にも臭いが付く。 

・住民によるゴミのポイ捨てが多い。 

・ゴミの持ち込みを助けてもらえる町に。 

・もともと桜の綺麗な町だったのに、剪定や手入れがなされなくなり、町の魅力が無くなっている。

見直しを強く希望する。 

・公園の整備 

・マンションやハイツの道路沿いのごみ捨て場が、関係ない人でも捨てれてしまって、ルールを守れ

てない人が多く、住んでいる方もだと思いますが、分別できていないゴミがたまってきているの

で、そういうことから誰が責任をもってやるのか、対策を考えてほしいと思う。 
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・桜の花が多く、春の川沿いは綺麗だったが、病気の木なのか、切られたりしている。 もう少し手入

れをし、育ててほしい。ゴミの件ですが、MIX ペーパーを出す人が大変少ないと思う。 ゴミの減量

にもなり、可燃ゴミも軽くなるので、もう少し広めてほしい。 

・ゴミ袋代は安くしてほしい。 

 

■防災・防犯・交通安全 25 件 

・子どもの安全が守れる、地域全体の取り組みがあればよい。 

・車のスピード取り締まり強化。 

・行政として災害に対し、万全の体制を取ってほしい。コロナ対策も含め、緊急時の備品、民間企業

との協定、近隣市町村との相互援助や協定等。災害へ対応できる行政を目指してほしい。災害時、

初動出勤できる職員が何人いるのか？他市町村に住む職員では、対応できないのではないか。採用

職員はそのことも考慮するべき。町外職員では郷土愛が無い。 

・防犯カメラ設置が少ない。自治会や個人の希望があれば助成する制度を検討してほしい。 

・防災無線は聞き取れない。 

・避難所が「やすらぎ体育館」に指定されているが、川が決壊した場合はどうなるのか。対策を願い

ます。 

・地震に対する備えを万全にしてほしい。 

・夜間は道が暗く、自転車でも怖い。川沿いにも街灯を増やしてほしい。 

・川に架かる（寺川）橋は、交通事故が多い。死亡事故もあり、看板などの設置が必要。 

・街灯が少なすぎる。用心も悪く、もっと考えてほしい。 

・防犯カメラや街灯など、防犯（見守り）に力を入れてほしい。 

・防災対策を重点的にしてほしい。各河川の堤防の安全性は大丈夫ですか？ 

・親と同居するにあたり、「不便な場所なので、親が無理に住んでくれとは言えない」と聞いた。駅

周辺はいいが、遠い所は道も暗く不安になる場所である。自然との共存は難しいが、景観を損なわ

ず、安心できる町づくりを考えてほしい。 

・通学路では歩道が無い所や危険な個所があり、環境を整えてほしい。 

・治安良く、行政としてやさしく、暮らしやすい福祉の町にしてほしい。 

・大雨が降るたびに用水路が氾濫し、道路が川のようになる。駐車場に車を置けなくなる。 

・町内の危険な場所（溝や川）に子どもが落ちないように、対策と見守り強化を希望する。 

・空き家対策に尽力してほしい。環境も悪く、通学路も危険である。城下町らしい環境づくりが必

要。 

・災害時避難場所が介護対応でなく、避難できない。 

・大雨が降ると、溝から水が溢れて道路が冠水する。溝の整備をお願いします。避難時が心配にな

る。 

・コロナ支援のクーポン券の内容が充実していない。街灯を増やす。 
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・福祉パーク周辺をランニングするが、景観は良いが夜間は暗い。 

・災害対策を強化してほしい。寺川の護岸を頑丈にし、洪水対策をする。 

・防犯に力を入れてほしい。不審者が多く出没している。 

・田原本は安心安全、健康な人が多く住む静かで住み良い町。防災に自信を持っている町づくりを目

指して欲しい。 

 

 

基本目標５ 賑わいと活力あふれるまちづくり 

■農業 14 件 

・安全でおいしい食を守り、豊かにつくり育てていける環境を！キラリと光る農業の町を目指してほ

しい。自然豊かな田原本！ 

・規制緩和（農地改革） 

・集落営農が補助金で入手した大型農機や重機を使い、農地境界や里道を破壊している。一刻も早く

悔い改め、地域の活動をしてほしい。 

・農地であり農業ができなくなった土地の有効活用を考え、開発してほしい。 

・農家の継承者不足で、農地を手放す人が増えている。個人任せにせず、行政で手立てを考えてほし

い。 

・休耕田等の有効活用を多くの人に提供してもらえたら、有難く思えます。 

・耕作放棄地が今後増えるので、対策が必要。 

・農業の後継者がなく、困っている。子ども達は都会で生活し帰郷しない。JAもお金儲けのことばか

りに力を入れ、何のアドバイスも無い。 

・農地管理者も高齢化し、荒れ地が増えている。農業支援や取り組みを推進してほしい。 

・黙々と野菜を栽培し、市場に出している人もいる。農業を愛し、品質の向上に励む人達が助け合え

ば、奈良県独自の食品が生まれるのではないか。 

・農業大学を設立し、先の穀類の生産・貯蔵方法等を研究する。大学生などが出入りすることで、商

工業の発展に繋がる。食生活から米離れが起き、今の兼業農家も農業から離れてしまう。農業者が

個々で考えるのではなく、行政の力が最も発揮できる「大学」建設を目標にすれば、町の発展と農

業存続の将来像が見える。 

・農地をうまく活用することはできないのか？条例さえ変われば、商売をしたいと考えている。農家

の継承者も無く廃れている。 

・ミニ開発により田畑が減少している。農業の充実を進め、農業県として発展することを希望する。 

・農地の購入要件を緩和し、小規模農業でも可能（購入）とすることで誰もが比較的自由に耕作がで

き、地域農業の活性化、及び老後の生きがいとすることで農環境の改善を図り、住みよいまちとし

ての情報発信。 

 

■商工業 29 件 

・町の中に食品店が無いので、遠い場所まで行かなければならない。タクシー券は直ぐに無くなる。 

・昭和時代の田原本町は活気があり、楽しめる町だった。今は静かで何も無い、楽しむこともできな

い町。昔のことを考えれば、今何をすればいいかわかると思う。 

・健康で豊かな子ども達の育成と、高齢者が安心して暮らせる町になればよい。大きな企業を誘致

し、仕事の充実や町の発展を期待している。 

・何度も行きたくなるような、商業施設や飲食店の誘致。 
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・一番は雇用である。企業誘致に力を入れるべき。定住・移住者を増やすなら、仕事が多くある方が

よい。 

・本屋・レンタル屋・買い物を 1回で済ますことができるようなスーパーがほしい。 

・税金を安くして、企業誘致する。 

・飲食店や買い物も町外に行かないといけないことが多い。 

・雇用の創出（活気ある商工業、農業の発展）は重要である。働く場所が無い限り、労働者は町内に

住むメリットを感じにくい。結婚や子育てについては、「働く場所」が安定して、初めて次のステ

ップとして考える分野である。高齢者や要介護、要支援者が必要な家庭は移住する傾向は低い。移

住や人口増を目標とするならば、雇用や産業の発展である。 

・利便性を活かし、商業施設の誘致。 

・京奈和自動車道ができ利便性が高まったが、町を通過するだけの状態。R24号も飲食店が減ってい

る。立ち寄れるような何かが必要だと思う。 

・製造業等の大型企業誘致を進め、若者の働く場の確保。 

・町内に本屋が無い。 

・国道２４号線の商店が潰れ、飲食できる場所が無い。駅前にコンテナを改装したお洒落な店舗を並

べ、安い値段で貸し出す。若者や新しく店舗を持ちたい人へのチャレンジの場を提供する。そんな

場所で飲み歩きをしたい。 

・田原本町は県下の中心地にあり道路環境が良く、企業誘致できないものか。 

・就職（企業への支援、公共交通道路の確保と整備） 

・京奈和道路のインター地域を開発拡大し、大型企業誘致を行う。 

・田原本町に農業は必要なく、企業誘致などで雇用創出することが必要。農業を保護しても若者は集

まらない。 

・働く場所が少な過ぎる。子ども達が大学卒業後、他県へと行ってしまう。自然豊かなことも大切だ

が、企業誘致を行い働く場所の確保できれば、もっと良い町になる。 

・企業や工業誘致 

・駅前商店街や西田原本駅周辺に、お茶の飲める大型チェーン店がほしい。 

・商業施設を増やす。安価な食堂を作る。 

・スーパーが少なく、住みにくい町になっている。 

・24号線は空き店舗が増え、定住してくれる企業誘致が必要。 

・駅周辺の道路は整備されましたが、既存商業施設が衰退するばかりですので新たな商業施設が誘致

できるような施策を望みます。 

・田原本町のお店が、最近どんどん潰れて行くのは残念に思う。スーパーや飲食店等がもっと盛んに

なれば、いいのになぁと思う。 

・駅前のお店が少なく、さびしい。地域にもいいお店がたくさんあるので、朝の通勤、通学の時間帯

やお昼だけでも、路上等に店を出して売れば、店の売上向上にもなると思う。個人的には、（町内

にある店の）サンドイッチが好きですが、中学校の給食が始まり、なくなるのではないかと不安。

週 1しか開かないパン屋や、ケーキ屋等、個人で開業しているお店等を応援して欲しい。ラーメン

屋や食パン専門店が増え、嬉しい。激戦区になれば町が活性化するのでは？  

・保津周辺で積極的な企業誘致。 

・買い物が不便になってきている。自転車で行ける店が無くなっている。 
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■観光 10 件 

・宿泊施設が無い。 

・道路網が整備されつつあり、行きたい先（主に観光）が和歌山県・京都・奈良付近等が多く、コミ

ュニティバスの発着所を駅前に作る。果物・野菜・茶の販売所も導入する。道の駅の拡充。 

・花栽培をしている農家が多いので、小さな花壇を作ったり、「いちご狩り」などで人を集めたりで

きるのではないか。 

・唐古鍵遺跡周辺の整備及び県外への PRによる観光客の誘致。地元出身芸能人を使い、田原本町の位

置を県外に知らせる。 

・町内で自信を持って、観光客に勧めることができる施設や店舗が無い。観光客の誘致より、定住・

移住者のために役立つ取り組みを期待している。 

・レスティの２Fを工夫した方がよい。 

・東エリアで農業をしている。東京の友人や色々な国の人が遊びに来てくれる。「何が楽しいの？」

と聞くと、「御飯が美味しい」と答えてくれる。ビニールハウスヨガを企画し、昨年は 60名の参加

があった。人との縁を大切にしていると、人を集めることが可能である。町と連携できれば、田原

本町に多くの人が訪れてくれると思う。 

・核となる商業施設や観光施設を作り、それを拡充していく事により、来訪者や住民の増加を目指す

べきでは？在り来りの道の駅やインパクトのない唐古遺跡では、衰退する事が予想される。例え

ば、池を綺麗にして周辺に桜を増やし て春のイベントを年々盛大にして行く等、コロナ終息後を見

据えた、敏速な行動が必要では？ 

・唐古鍵遺跡公園は、田園風景を活かした町営キャンプ場を設ける。 

・レスティの公園は広いだけで、もったいない。池の裏や周りは樹木が多くて心地よい。バーベキュ

ー場などの広場を整備すれば、大阪方面からも人が呼べる。またアスレチックなどもあればよい。 

 

 

基本目標６ 住民とともに実現するまちづくり 

■住民参加 45 件 

・コロナ感染の影響が無くなれば、イベントの強化をする。 

・町外で働いている。広報誌は読んでおらず、町の取り組みを知らない。広報誌以外でも情報が簡単

に伝わる方法はないのか？町が活性化し、住みやすくなることを期待します。 

・40代の独身なので、ほとんど地域に関わることがない。取り組みについて知る機会もない。広報誌

を見ることしか、情報を得る機会は無い。何かのきっかけがあれば、興味があることには、関わっ

て行ければと思う。住みやすいと感じているが、更なる発展を願います。 

・コロナが終息したら、イベントをたくさん行ってほしい。 

・以前、唐古鍵遺跡公園で開催された「町内野菜や名産物店頭販売」を開催してほしい。野外コンサ

ートを実現してほしい。 

・田原本町のホームページは、もう少しわかりやすくしてほしい。知りたい情報までたどり着くのに

時間がかかる。カタイ印象が強い。子どもや高齢者が抵抗なく情報を入手できるようになればよい

と感じている。 

・有害ごみの収集日がわからない。 

・総合計画や戦略など住民が意識できるように、啓発をしてほしい。いろいろな施策は何のためにさ

れているのか、わからせてほしい。 

・広報誌は子どもや若者に対する情報が多いが、高齢者に対する情報が少ない。 
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・おとなしい町だと思う。活気ある町にしたい。退職されて、いろいろな知識がある方でプロジェク

トを立ち上げ、話し合う会を作る。道の駅に若者が来てくれるような特色あるカフェを作るなど。

呼びかけが大事だと思う。 

・少子化が進んでいる中、他市町村と同じような政策をしても魅力が伝わりにくい。一つでも突出す

るようなものを増やすべき。そのためには、若者に情報を発信する必要がある。町民でも町のこと

を知らない人が多く、定期的に周知しなければならない。 

・このアンケートにて、取り組みを知った。町民にわかりやすくアピールしなければ、知らない人が

多いと思う。町内において、交流や活動ができるような環境づくりは大切だが、声かけなどで活発

化を図ることが大切だと思う。 

・旧町内は自治会長の役割が多過ぎて、若者は住みづらい状況。改善しなければ、空き家などはその

ままになってしまう。 

・施策について、どれだけ行い成果はあったのか不明。住民への発信が足りていない。50 年近く住ん

でいるが、町は活性化していない。箱モノは新しくなったが、駅前は活気が無い。 

・行政情報や意見を聞くアンケートが重要である。 

・本当に必要な情報の周知。 

・総合計画をだされているが、今の時点でどこまで達成し、何が課題なのかの数値点検が無く、いつ

もビジョンで終わっている。過去の成果と課題を明らかにすべき。 

・地域の公民館利用の為に、町の指導がほしい。 

“大和平野中央プロジェクト”基本方針について、町民に情報発信してほしい。 

・ボランティア活動に参加したいが、どのような活動があるのか広報誌で取り上げてほしい。元気な

高齢者が多くいるので、町のために活かせるようにできないものか。 

・農業や商業についての設問は、当事者でなければ回答できない。また観光振興について町が取り組

むことが、当然のように設問が作成されているが、本当に必要なのか考えなければならない。まち

づくりについての情報は、町民に伝わっていないのではないか。開かれたまちづくりは、どうすれ

ばいいのか考える必要がある。 

・広報誌は読んでいるだけで、もっと町に関心を持たなければならない。自分も高齢者など誰もが住

みやすく、暮らしやすい町にしなければと思う。 

・まちづくりの施策が行われても、健康であってこそ興味を持ち参加できる。まず知らない人が多

く、参加しやすい体制づくりが必要。 

・いろいろな取り組みをしているが、住民参加はいつも同じ人ばかり。もっと幅広く選ぶ方が、活気

が出る。 

・町民が町づくりに興味を持って参加し、自分達で町づくりをしていくという意識が大切だと思う。

今まで以上に様々な世代が交流し、意見交換できる場が増えればよい。 

・商店街の空き店舗をイベントなどの開催に積極的に利用してもらう為、情報発信等の取り組みを今

まで以上に推進していただき、町の活性化のきっかけになれば、と考えます。 

・掲げた政策が町民に伝わってない、もっと町民に近い活動を！ 

・①子育てに関する色々な施策はうれしいのですが、広報を読んでも必要な情報が載ってないことが

あるため、例えば子育て中世帯に向けた手引書などをまとめていただけると幸いです。Webサイトで

まとめていただけるとさらにうれしいです。Webサイトなら更新もしやすいはずです。②昔から住ん

でいる人には当たり前かもしれませんが、3年前に田原本町に引っ越して来た時、ここが何校区か

「正確に」調べる術がありませんでした。当たり前と思うことも、一々Webサイトなどにまとめてい

ただけると幸いです。 

・成果などの情報発信。 
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・汚い場所など、ボランティア清掃の企画をしてほしい。頻繁に行い、看板や SNS などを活用して、

認知度を上げればよい。 

・人数の少ない自治会は負担が多いので、空き家の主から自治会費を徴収しているらしい。街灯費は

町負担で！自治会費を納めていない空き家の主に対して、有料ゴミ袋で出しているにも拘わらず、

「ゴミを捨てるな！」と自治会長に言われた。 

・住民本位で！ 

・アンケート結果を検討し、実施してほしい。 

・アンケート調査結果がどのように活かされるのか、迅速な透明性と具体性を持った提案からの実行

を願うばかり。 

・意見を伝えても、今まで変わらなかった。 

・アンケート結果を広報で知らせてほしい。 

・第 4次総合計画の内容及び進捗情報が明記されていないので、満足度の回答ができない。計画内容

は町民に理解されているのか？まずはそこから、アンケート調査をスタートするのではないか。 

・アンケート結果は集約し、住民に見える化の手法で取り組むべき。 

・町内放送をもっと入れるべき。 

・田原本町が大好きです。アンケートが届き、住みよい町づくりの企画をしていることに感謝しま

す。 

・本アンケートは行政内容がほとんど。従って、町長・町職員・町議員がまず考えるべきもの。いき

なり量の多い内容に意味のわかりにくい項目、回答しづらいアンケートです。 

・町内放送は、よく聞こえない。 

・このような機会、ありがとうございます。潜在的に困っている人の声が反映されることを望む。 

・住みやすい町だと感じている。地域では高齢者が多く、できるだけ地域の集まりに参加するように

努力している。ただ道が悪く、転倒リスクが気になる。 

・大学等の各専門分野に於けるの研究者・有識者（学生.教授・機関）の知恵を借り、町の担当者・町

民参画してまちつくりをすすめる。 

 

■行財政運営 79 件 

・町の借金を減らし、子ども達への負担を減らす。 

・学校のトイレ修繕、給食用のエレベーター設置を希望。 

・町職員の給与が近隣に比べ安いので、良い人材は他に取られてしまう。給与を上げて良い人材の確

保をすることにより、町が良くなると思う。町長は職員を大事に思っているのか？新しい事業はす

るが、人材を増やさなければ仕事量が多くなり潰れてしまう。やぶさめイベントは本当に必要なの

か？仕事が増えるだけで、メリットを感じない。 

・県まちづくりマスタープランにより、周辺市町と今後も協議し、コンパクトシティの拡充に向け努

力してほしい。 

・住民税が高い理由や、将来の見通しを正確に示してほしい。このアンケート調査ですら、住民税の

ことすら触れていない。「逃げ」ですよね！水道設備をはじめインフラ全体の整備を行い、安心で

きるものにしてほしい。 

・誰もが住みよい、思いやりのあるまちづくりの推進を願う。 

・防災課担当者の知識向上を望む。町民よりも低くては困る。 
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・行政として災害に対し、万全の体制を取ってほしい。コロナ対策も含め、緊急時の備品、民間企業

との協定、近隣市町村との相互援助や協定等。災害へ対応できる行政を目指してほしい。災害時、

初動出勤できる職員が何人いるのか？他市町村に住む職員では、対応できないのではないか。採用

職員はそのことも考慮するべき。町外職員では郷土愛が無い。町長の個人プレーは如何なものか。

グアテマラ文化交流は、どんなメリットがあるのか。財政面も悪くなっているのはないか。ファイ

ンプレーをやめて、地についた行政を求めたい。 

・公共料金の改正（特に水道代は高い） 

・税金の適切な利用 

・町の広報誌は充実している。いい情報発信をしている。 

・税金の無駄遣いはやめてほしい。町民にとって、有意義な使い方ができない政策は必要ない。満足

できるものにしてほしい。安心安全な町づくりをお願いします。 

・現在、ごみ収集は三宅にお世話になっている。数年前に三宅の役場の人が、ゴミ袋の色と枚数を調

べに来て、「使い切ったら買わずにいてほしい」と言われたが、その後何の連絡もない。いつにな

れば田原本町から、ごみ収集に来てもらえるのですか？広報誌も三宅と田原本町の両方入り、税金

の無駄遣いだと思う。改善をお願いします。 

・健康のため町内ウォーキングをしているが、夏場における日陰のある休憩施設を設置してほしい。 

・青垣ホール・中央体育館・志貴高校跡の利用促進を進めるべき。特に中央体育館の設備が古い。ト

イレ利用が多いので、キレイにすべき。 

・公共施設の確保 

・公園や施設は増やさないでほしい。 

・田原本町職員の職務・職責意識に欠落する者が存在する。職場環境の改善が必要。不良職員の排除

や改革。職員の健全化からまちづくりは始まる。生涯学習課の怠慢な対応には閉口する。 

・田原本町は子育て関連にお金を使い過ぎている。全般平等に使ってほしい。既存の保育園や幼稚園

を活かし、新しいものは必要ない。 

・誠実で不正の無い、みんなに誇れる田原本町・町民でありたい。 

・タクシー利用について、土日曜日のどちらかを、利用できるようにしてほしい。 

・治安良く、行政としてやさしく、暮らしやすい福祉の町にしてほしい。企業誘致を図り、財政が豊

かになるよう実現してほしい。 

・若者世代への支援が必要。 

・役場や社協の正規職員として、積極的に町民を登用してほしい。遠方からの通勤者は、積雪などで

遅刻や欠勤となる。災害時も役場機能が麻痺する可能性も高い。町民に寄り添った政治を行ってほ

しい。 

・総合政策、総合戦略などの計画づくりを全面的に見直し、個別事業や施策を町民に発信していくこ

とに注力してほしい。 

・発展している地区と、そうでない地区との格差が大きい。 

・住民税と水道代が高い。 

・旧 24号線東側、観光とイベント会場等、文化設備を重点的に行うべき。 

・夫の介護とパートで、先が不安である。子ども達も他市の方が、子育てや暮らしが充実していると

判断した。若い人に田原本町に移住したいと思える施策が必要だと思う。 

・コロナ後のことを考えると、合併も視野に入れる。 

・町会議員を減らし、まちづくりに予算を使った方がよい。町会議員よりも町職員の方が、行動力も

優れている。 
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・税金を重要な施策に活用し、無駄遣いしない“まちづくり”を願う。次世代に借金を残さないよう

に。 

・縦割り行政を解消しなさい。 

・町民の意見や要望を反映する施策として、地域担当別に町議員の指名があれば効率的ではないか。 

・役場の窓口に出向き、ある申し込みを行った際、これは当方ではないと断られた。その書面に連絡

先は記されているが、内容は何であっても相互で共有連携すれば済むこと。縦割り行政そのもの

で、改善されていない。もっと工夫が必要である。 

・無駄な出費を減らし、住民税を減らす。いつでも直ぐに相談できる窓口の設置。専門家を無料で配

置や紹介する。 

・前町長の不祥事で、全国でイメージダウンしている。歴史がありながらイメージダウンしているの

は、前町長の不祥事のため。町職員が善悪をはっきりすること。人口減少を止めるのは、町職員が

善悪をはっきり指摘することが大事。町を良くしたいのならばアンケートだけでなく、外へ出て町

民の生活を見ること。 

・町長は、若い職員のアイデアを積極的に傾注すべき。パフォーマンスばかりでは駄目。松下幸之助

は、いつも若い人の意見に聞く耳を持っていた。そうでなければ、田原本町の発展はない！そのよ

うな話を住民からの声多し！ 

・車のナンバーは、奈良か飛鳥を選べるようにしてほしい。地域振興券を再交付してほしい。 

・今の田原本町がどのような現状で、どのような方向性であるか知らない。田原本町は良くも悪くも

無く、活気も無い。若い世代は行政について知らないことが多いので、SNSでの発信に力を入れてほ

しい。 

・コロナ支援のクーポン券の内容が充実していない。税金を有意義に使う。町職員のやる気を感じな

い。飛鳥ナンバーにする際、町民の意見を聞いてほしかった。 

・国体誘致や大学誘致について町長が中心となり、活動していることを知り、住んで良かったと思っ

ている。 

・無駄と思われる経費の削減。工事の入札額が高い。そんな費用が必要なのか？ 

・住民税が他市町村に比べ高く、町を出る人が増加する。 

・いろいろな施策に手を出し過ぎ。もっと地に足が付いた施策を確実にすることが重要。コロナワク

チンについて不安な人が多く、発信を希望する。 

・町全体に活気が乏しく過疎化が進み、改善する取り組みにフォーカスできていない。都市基盤整備

や商業活性化に向けた投資を行う施策はできないか。 

・過去 5 年間の取り組みを検証し、今後 5 年間の取り組みは総合計画とその戦略が大きく変化してい

く社会の動きとなっていくのではないか。地域の防災力や子育て、福祉などの生活を支える政策が

特に重要。更に施策への予算の裏付けである「入りを図って、出を制する」というバランスが重

要。一方、大和平野中央プロジェクトは最重要課題である。「県立大学理工系学部設置」「研究

所・工業ゾーンの整備」「国体関連系運動施設の整備」などだが、国体関連は 11 年先であり、広大

な土地が必要。 

・田原本町は無駄遣いが多い。学校のエアコンも初めからわかっていたはず。道の駅や唐古鍵遺跡公

園にも何の魅力があるのか。田原本駅のイルミネーションも止めてしまう方がよい。中途半端で

す。 

・役場内の案内係がほしい。 

・窓口対応が悪い町職員がいる。大変腹が立ったが我慢した。周囲の職員も気が付いているはず。 

・あたたかい、思いやりのある行政、人と人との助け合い。 

・現在、町内の保育施設などで働く保育士などの子どもの、保育料が免除されていたりしますが、町

内に住む保育士すべての人に適応していただく案も検討していただきたいです。 
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・新型コロナに対する支援、例えば水道、ガス、電気代など補助とか、税金をもっと有効に使ってく

ださい。田原本は遅れてます。 

・町長さんをはじめ職員の方々の頑張りのお陰だと思っています！これからも宜しくお願いします!! 

・子育て世代と高齢者には色々と支援がありますが、実際に税金を納めている働き世代(特に独身者)

には何の支援もなく(支援が必要無いのかも知れないですが)、何のために働いて税金を納めている

のかわからない。 

・田原本は古くから住んでいる人が権力を持ち新参者は受け入れないという風潮があるという印象。 

実際に戸数割などの金額は世帯によって違い、かなり忖度されているように思う。10年以上田原本

に住んでいるが、欠かさず戸数割を支払っているにも関わらず、そのお金が何に使われているか全

く知らない。噂で、役員が飲み食いなどの宴会、旅行に使っていると聞いた。 道路や街灯などの整

備も昔からの古い地域はちゃんとされていて、なんのコネもない新興住宅付近では後回しか手付か

ずのまま。 まちづくりをしていきたいと言うけれど、結局、田原本はすごく保守的だし、古い人た

ちが幅をきかせているから、新しいものを受け入れるのが無理なのでは。 

・町の財政状況の健全化。町の負債を、積極的に軽減改善を図り、町民が安心して暮らせる町政を望

む。 

・財政が赤字になっていることが気になります。 中学校の給食提供はとても良いことですが、校内に

給食センターを作ることは必要だったのでしょうか。小学校の給食センターで一緒に作る、または

別のセンターで作ったものを配達してもらう等できたのではと疑問です。温かい物を提供するのは

大事なことですが、人件費や少子化のことを考えると… 他にも財政悪化の原因はあると思います

が、これ以上赤字にならないようにしてほしいです。 

・転入者に聞くと、住みやすい町との感想。町のイメージが良くなっている。今後も町長の手腕に期

待する。 

・町の発展を望む。希望の薄い何事に対しても、積極的に取り組む姿勢を期待する。 

・コロナ禍において経済は大変ですが、よろしくお願いします。 

・良い町にして下さい。 

・人口増加に繋がる町づくりに期待する。 

・老人養護も大切だが、将来性を考えると、若者を重点的に考えるべき。 

・スピーディーにやることが大切。何が大切であるか順位を付けて早くやる。 

・町内のコロナ感染情報は、役場から住民に発信してくれないのですか？ 

・もっと便利で発展する町になってほしい。 

・閑静で心癒され潤い溢れる町を。デジタル化を叫ばれているが、ハード・ソフト両面では難しい。 

・マナーやルールを守らない人により、地域で嫌な思いをしている。役場からもメッセージをアナウ

ンスしてほしい。 

・もっと活気ある町になってほしい。 

・衣食住のバランスを崩さず、それぞれを拡充する取り組みを目指す。 

・教育や生活など、完璧な町にしてほしい。 

・のどかな田原本町が好きです。良い所を引き出し、可愛い店やリピーターが増えるような場所を作

り、若い人が住んでくれる町になってほしい。 

・住みよい町だと思う。今後は福祉の充実が求められ、財政が必要となる。税金や補助金に頼るので

はなく、収入が得られる町を望む。デジタル化や ITを大いに活用し、潤ってほしい。 

・新しい施設を利用できることだけが良いことだとは思わない。それを中心に、町全体が元気になる

なら嬉しいこと。 
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・商業繁栄に拘わらず、各家の後継者問題でも先の見えない深刻な状況。全ての町民が田原本を離れ

たくない、戻りたいと思えるような町づくりを求める。 

・この町が好きです。そのため、急に何かを始めるのではなく、少しずつでいいので、まちづくりを

進めてもらいたいと考えます。 

・住んで間もないのでほとんど実感がない中での回答でした。ただ、住み続けたいまちとは、自由の

幅が大きいところだと考えています。公園で軽いボール遊びもできないとか、よくわからない人が

考えた、よくわからないルールは見直していかないと自由な風土はつくれないのではないでしょう

か。役所内の事務も同じです。ＢＰＲの観点から見直してデジタル＆グリーントランスフォーメー

ションを実現してほしいと思います。 

・ここに住みたいと思える活動をしっかりと考え、実践してもらいたい。 

 

その他 ２件 

・80歳を過ぎた年齢では、先のことはわからない。生きれたことに感謝している。 

・レスティに郵便ポストを置いてほしい。 
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